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事業セグメントと主な事業会社

※持分法適用関連会社第2四半期より事業セグメントを変更しました（2021年8月16日現在）

セブン＆アイグループの今とこれからを伝える株主通信
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中期経営計画 2021-2025

決算概況

セブン銀行創業20周年

お客さまの「あったらいいな」を超えて、
日常の未来を生みだし続ける。

セブン&アイグループのサステナビリティ
セブン&アイグループの「サステナビリティ宣言」

イトーヨーカ堂

生産者を守って、持続可能な農業を未来にも

セブン＆アイ・ホールディングス

多様な人財とともに成長する企業へ

子供地球基金×セブン＆アイ・ホールディングス

子どもたちのイラストで未来を幸せに

NEWS ＆ TOPICS

パートナー企業とともに

セブン - イレブンで入る「ガン保険」

C O V E R  S T O R Y ●農業を中心に生活してきた日本では、1年を24等分してこまやかな季節
の移り変わりを日々の営みに活かしてきました。立春から始まり大寒で１年
を締めくくっているのが二十四節気、それらをさらに3つに分けて72等分し
たのが七十二候です。表紙イラストでは、「二十四節気・七十二候」にまつ
わる自然の恵みをテーマにし、お客様の暮らしに身近な拠点でありたいとい
うセブン＆アイグループの思いを表しています。 
●秋号となる今号は、新暦8月7日の立秋から11月6日頃に終わる霜降まで
の季節を象徴するモチーフを集めました。赤や橙色に染まった紅葉にほお 
ずき、黄金色のススキ。食卓には栗ご飯、柿やぶどうなど、旬の味覚が勢
揃い。七輪で焼く秋刀魚の香ばしい匂いが立ち込め、食欲をそそります。秋
の風物詩といわれるモズの高鳴きが、どこからか聞こえてくるようです。
●日本の秋がもたらしてくれる恵みに感謝しつつ、季節の声に耳を傾け、 
秋の夜長をゆったりと過ごしてもらえたら……。そんな思いを込めて描いて
くれたのは、イラストレーターの本山浩子さん。版画のようなタッチと温か
な色彩で、季節の美しさを描いてくださいました。
本山浩子さんのWEBサイト:mh-art.com

節気 期間 節気の解説 季節のもの

立秋 8月7日頃～ 暦では、この日から立冬の前日までが秋。
厳しい残暑の中に、秋の気配を感じる時季

かぼす、ほおずき、
いなだ

処暑 8月23日頃～ 「夏が過ぎる頃」を意味する。暑さの峠を越し、
朝夕には涼しい風が吹くようになる

梨、さつまいも、
かさご

白露 9月7日頃～ 夜中に大気が冷え、草花や木に朝露が降りる
時季。日中の暑さがやわらぎ、秋が深まる

まいたけ、まつたけ、
秋刀魚

秋分 9月23日頃～ 日の出が遅く、日の入りが早くなる。虫たち
が土の中に入り、冬ごもりの支度をする ぶどう、ゆず、さば

寒露 10月8日頃～ 朝露が冷え、霜になりそうな頃。朝晩の冷え
込みが厳しくなり、北地では初氷が見られる

りんご、栗、
はたはた

霜降 10月23日頃～ 朝には霜が見られ、日が短くなったことを実感
する時季。草木が枯れ、山は紅葉で色めく 柿、みかん、かじき

株主通信
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当冊子はWEBにも掲載
し て お り ま す 。 ぜ ひ 
併せてご覧ください。

https://www.7andi.com/
group/quarterly/

新
た
な
中
期
経
営
計
画
の
も
と

企
業
価
値
の
最
大
化
を
目
指
し
ま
す

中
期
経
営
計
画 

２
０
２
１-

２
０
２
５

　

当
社
は
7
月
1
日
に
２
０
２
５
年
度
を
最
終
目
標
年
度
と
す
る
新
た
な
「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
１-

２
０
２
５

（
以
下
、
新
中
期
経
営
計
画
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
当
初
２
０
２
０
年
4
月
に
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
の
拡
大
お
よ
び
当
社
子
会
社
の7-Eleven, Inc.

に
よ
るSpeedw

ay

取
得
※
と
い
う
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
業
績
見
通
し
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
案
件
が
生

じ
た
た
め
、
そ
の
影
響
を
計
画
策
定
に
織
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
今
回
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
北
米
の

7-Eleven, Inc.

を
中
心
と
し
た
海
外
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
は
、当
社
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
重
要
な
成

長
の
主
軸
と
な
っ
て
お
り
、
新
中
期
経
営
計
画
で
はSpeedw

ay

の
取
得
効
果
を
含
め
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ

の
業
績
見
通
し
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

新
中
期
経
営
計
画
の
推
進
を
通
じ
て
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
収
益
基
盤
を
よ
り
強
化
す
る
と
と

も
に
、
当
社
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
多
様
な
業
態
お
よ
び
ブ
ラ
ン
ド
を
通
じ
て
培
っ
て
き
た
お
客
様 

と
の
信
頼
関
係
を
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
・
金
融
戦
略
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ら
に

強
化
し
、
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
取
り
組
み
の
根
幹
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
視
点
を
据
え
、
社
会
価
値
と
経
済
価
値
の
両
立
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※�7-Eleven,�Inc.

に
よ
るSpeedw

ay

の
取
得
：
当
社
子
会
社
で
あ
る7-Eleven,�Inc.

は
、
そ
の
子
会
社
を
通
じ
て
米
国M

arathon�
Petroleum

�C
orporation

よ
り
主
にSpeedw

ay

ブ
ラ
ン
ド
で
運
営
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
お
よ
び
燃
料
小
売
事
業
を
運

営
す
る
複
数
の
会
社
の
株
式
な
ど
を
取
得
す
る
手
続
き
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
同
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
14
日
（
米
国
時
間
）
に
取

得
手
続
き
を
完
了
し
、
そ
の
後
米
国
内
に
お
け
る
法
制
上
の
懸
念
点
も
す
べ
て
解
消
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

セブン＆アイＨＬＤＧＳ．
代表取締役社長 井阪 隆一
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新
型
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
、
消
費
者
の
価
値

観
や
行
動
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
変
化
、
多
様

化
す
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
不
確
実
な
要
素
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
球
規
模
の

気
候
変
動
リ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
課

題
の
深
刻
化
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
意
識

が
世
界
的
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ら
環
境
お
よ
び
社
会
課
題
へ
の
対
応
が

企
業
価
値
の
さ
ら
な
る
向
上
に
不
可
欠
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応

を
通
じ
て
、
個
社
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
力
の

重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
お
客
様
の
消

費
行
動
の
変
化
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
の
多

く
の
業
態
が
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の

影
響
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客
様
が

自
由
に
外
出
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
お
食
事

を
楽
し
む
と
い
っ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
が
制
約

さ
れ
た
結
果
、
事
業
の
存
続
に
関
わ
る
影
響

が
生
じ
た
業
態
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
態
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指

す
に
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
は
も
と
よ
り
、
情
報
、
物
流
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
、
さ
ら
に
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、
迅
速

な
対
応
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
個
社
で
は
成
し

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
戦
略
」で
は
、

北
米
の7

-E
leven, Inc.

を
グ
ル
ー
プ
の

成
長
の
主
軸
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
国

内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
戦
略
」
で

は
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を
再

成
長
軌
道
へ
回
帰
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
深
化
を
目
指
す
戦
略
」
で
は
、

健
康
、
安
全
・
安
心
、
家
庭
内
消
費
の
拡
大

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
変
化
が
加
速
す
る

お
客
様
の
消
費
生
活
に
対
応
し
た
「
食
」
分

野
を
さ
ら
に
強
化
す
べ
く
、
グ
ル
ー
プ
力
を

活
か
し
た「
グ
ル
ー
プ
食
品
戦
略
」
の
推
進
、

そ
し
て
真
に
求
め
ら
れ
る
拠
点
と
し
て
の
価

値
を
追
求
し
た
「
大
型
商
業
拠
点
戦
略
」
の

２
点
を
柱
と
し
ま
す
。

　
こ
の
４
つ
の
柱
を
軸
と
し
な
が
ら
、Ｄ
Ｘ・

金
融
戦
略
を
通
じ
て
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
安
心
・
便
利
に
精
算
ま

で
完
結
で
き
る
お
買
物
環
境
の
創
出
と
い
っ

た
消
費
生
活
全
体
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
よ
っ
て
、
お
客
様
に
新
た
な
体
験
価
値

を
提
供
し
、
顧
客
接
点
を
さ
ら
に
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
推
進
し
て
い
く
に
あ
た
り
企
業

の
持
続
的
成
長
と
持
続
可
能
な
社
会
が
両
立

し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
根
幹
に
据
え
、

地
域
の
お
客
様
と
価
値
観
を
共
有
し
な
が

ら
、
社
会
と
と
も
に
持
続
的
な
成
長
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

得
な
い
業
態
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
連
携
と
グ

ル
ー
プ
の
投
資
力
こ
そ
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
業
態
と
ブ
ラ
ン

ド
を
擁
す
る
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
成
長

戦
略
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に
変
化

す
る
中
、
新
中
期
経
営
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
、
改
め
て
私
た
ち
は
各
事
業
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
グ
ル
ー
プ
全
体

が
共
有
で
き
る
基
本
姿
勢
お
よ
び
目
指
す

グ
ル
ー
プ
像
を
提
示
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　
当
社
グ
ル
ー
プ
が
１
９
７
２
年
に
制
定
し

た
社
是
は
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
「
信
頼
さ
れ
る
、
誠
実
な
企
業
で
あ
り
た

い
。」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
礎
と
な
る
考
え

方
で
す
。
こ
の
基
本
理
念
は
、
社
会
の
一
員

と
し
て
の
企
業
の
行
動
が
重
視
さ
れ
る
中
、

ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
の

最
も
重
要
な
経
営
基
盤
は
、
各
事
業
の
活
動

に
よ
っ
て
培
っ
て
き
た
お
客
様
と
の
信
頼
関

係
で
す
。
こ
れ
は
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
、
ニ
ー
ズ
を
形
に
し
て
提
供
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
お
客
様
と
の
接
点
を

さ
ら
に
豊
か
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
、「
常

に
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
」
考
え
る
と
い

う
私
た
ち
の
原
点
に
磨
き
を
か
け
る
と
と
も

に
、
潜
在
ニ
ー
ズ
に
目
を
届
か
せ
た
「
新
た

な
体
験
価
値
」
の
創
造
に
力
を
注
ぐ
こ
と
を

基
本
姿
勢
と
し
て
明
示
し
ま
し
た
。「
新
た

な
体
験
価
値
」
に
は
、
環
境
お
よ
び
社
会
課

題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
社
会
の
持
続
的
成

長
の
実
現
に
資
す
る
取
り
組
み
も
含
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
基
本
姿
勢
に
基
づ
き
、

２
０
３
０
年
の
目
指
す
グ
ル
ー
プ
像
と
し
て

「
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
事
業
を
核
と
し
た
グ

ロ
ー
バ
ル
成
長
戦
略
と
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

積
極
活
用
を
通
じ
て
流
通
革
新
を
主
導
す
る

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
流
通

グ
ル
ー
プ
」
と
な
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と

新
た
な
体
験
価
値
の
提
供
に
全
力
を
注
い
で

い
き
ま
す
。

　
新
中
期
経
営
計
画
に
お
け
る
重
点
戦
略
は
、

グ
ル
ー
プ
の
持
続
的
な
成
長
に
向
け
て
収
益
規

模
の
拡
大
と
投
資
の
源
泉
と
な
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ・

フ
ロ
ー
創
出
力
を
強
化
す
る「
成
長
を
目
指
す

戦
略
」、
そ
し
て
資
本
お
よ
び
経
営
効
率
の
強

化
を
図
る
「
深
化
を
目
指
す
戦
略
」
と
い
う
２

つ
の
方
向
か
ら
考
え
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　「
成
長
を
目
指
す
戦
略
」
の
う
ち
、「
海
外

「
成
長
」
と
「
深
化
」
を
両
輪
に

２
０
２
５
年
度
の
目
標
達
成
に
全
力

多
様
な
業
態
・
ブ
ラ
ン
ド
を
擁
す
る

グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
強
み
を
追
求

図1　社是、基本姿勢、目指すグループ像図2　グループ重点戦略の全体像

※1　BOPIS：Buy Online Pick-up In Store ……………… オンラインで購入した商品を店舗で受け取る仕組み
※2　C R M ：Customer Relationship Management …… 顧客関係管理
※3　L T V ：Life Time Value ……………………………… 顧客生涯価値

セブン - イレブン事業を核としたグローバル成長戦略と、
テクノロジーの積極活用を通じて流通革新を主導する世界トップクラスの
グローバル流通グループ

私たちは、お客様に信頼される、誠実な企業でありたい。
私たちは、取引先、株主、地域社会に信頼される、誠実な企業でありたい。
私たちは、社員に信頼される、誠実な企業でありたい。

社 是

常にお客様の立場に立って、新たな体験価値を提供することで、
国内外の地域社会に貢献したい

基本姿勢

2030年　目指すグループ像サステナブル経営
企業の持続的成長と持続可能な社会の両立

コーポレートガバナンスのさらなる強化／経営戦略と連動した人財政策

▶7Rewards・CRM※2によるLTV※3の向上
▶7NOW（デリバリーサービス）の拡大
▶7Wallet（デジタル決済）の拡大

▶グループ成長のメインドライバーへ
　・北米：Speedwayとの統合シナジー発揮
　・グローバルブランドとしての価値向上

▶7iDを軸としたグループCRMによるLTVの向上
　・ポイント戦略の強化、新たな決済体験の提供
　・金融サービスの強化

▶ラストワンマイル配送プラットフォームの構築
▶テクノロジーの活用による生産性の向上DX・金融戦略

ラストワンマイルへの挑戦
・オンデマンド配送サービスの拡大　・ネットスーパー（BOPIS※1）の強化　

お客様接点の拡大

顧客基盤

新たな『成長領域』への挑戦 次の『便利』の扉を開く 今求められる『食』への挑戦 豊かな『生活拠点』の創出

北米1日あたり650万人 国内1日あたり2,240万人

成長を目指す戦略 深化を目指す戦略
海外コンビニエンスストア事業戦略

▶再成長軌道への回帰
　・商圏の掘り起こし：個店・立地別対応
　・加盟店との関係性強化

国内コンビニエンスストア事業戦略
▶首都圏スーパーマーケット連携強化
▶グループ商品の開発強化
▶直輸入などによる共同調達の拡大

グループ食品戦略
▶商圏に合わせた拠点の価値向上
▶非店舗の収益拡大

大型商業拠点戦略

常にお客様の立場に立って、新たな体験価値を提供
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連結業績への貢献
（2020年度実績）

商品売上・営業利益推移

純利益では連結合計の
1/3以上を占めるまでに成長
*構成比はのれん償却後の円ベースにて算出（年度） 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

0

5

10

15

20

商品売上(10億ドル)
営業利益(億ドル)

商品売上 営業利益

8.7

2.8

11.1
純利益
34.0％

営業利益
26.8％

18.3

EBITDA

営業CF(除く金融)※1

フリーCF水準(除く金融)※2

ROE

ROIC(除く金融)※3

Debt/EBITDA倍率

調整後Debt/EBITDA倍率　　　　　　

EPS成長率(CAGR)

2020年度実績 2025年度目標

6,268億円

4,567億円

1,320億円

6.8％

4.7％

2.8倍

ー　

ー　

1兆円以上

8,000億円以上

4,000億円以上

10％以上

7％以上

2.0倍未満

2.2倍未満

15％以上
※1 金融事業を除くNOPAT（税引後営業利益）をベースとした管理会計数値
※2 金融事業を除く管理会計ベース数値。なお、M&Aは戦略投資として投資CFからは除外して算出
※3 ROIC：{純利益＋支払利息×（1-実効税率）}／{自己資本＋有利子負債（期首期末平均）}にて算出

　
グ
ル
ー
プ
重
点
戦
略
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
２
０
２
３

年
度
ま
で
の
第
１
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
不
採
算
店
舗

へ
の
対
応
な
ど
の
事
業
構
造
改
革
を
完
遂
す
る
と
と
も

に
、
Ｄ
Ｘ
・
金
融
戦
略
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
成
長
戦

略
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
４
年
度
以
降
の
第
２
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
の
成
長
戦
略
を
着
実
に
実
行
、
成
果
を
顕
在
化

さ
せ
る
段
階
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
２
５
年
度
を
最
終
年
度
と
し
た 

財
務
目
標
を
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
（
金
利
・
税
金
・
償
却

費
控
除
前
利
益
）
１
兆
円
以
上
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自
己
資

本
利
益
率
）
１０
％
以
上
、
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
１
株
当
た
り

当
期
純
利
益
）
成
長
率
５
年
間
平
均
で
１５
％
以
上
と

設
定
し
、
収
益
性
、
成
長
性
、
持
続
可
能
性
を
高
め 

て
い
き
ま
す
（
図
３
）。

　
ま
た
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
持
続
的
な
企
業
価
値
の
向

上
を
し
続
け
て
い
く
た
め
に
、
財
務
の
健
全
性
を
確
保
し

つ
つ
、
量
的
な
拡
大
と
質
的
な
向
上
を
両
立
さ
せ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

（
１
） 財
務
の
量
的
拡
大
の
観
点
か
ら
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
（
Ｃ
Ｆ
）
水
準
と
Ｅ
Ｐ
Ｓ
成
長
率

（
２
） 質
的
向
上
の
観
点
か
ら
Ｒ
Ｏ
Ｅ
と
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
ス
プ
レ
ッ
ド

（
３
） 健
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
Ｄ
ｅ
ｂ
ｔ
（
有
利
子
負
債
）

／
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
倍
率

こ
れ
ら
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
し
、
管
理
し
て
い
き
ま
す

（
図
４
）。

　
ま
た
、
株
主
還
元
に
つ
い
て
は
、
配
当
金
の
安
定
的
・

継
続
的
な
向
上
を
図
り
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

の
水
準
や
株
価
な
ど
を
勘
案
し
た
機
動
的
な
株
主
還
元

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
市
場
と
の
対
話
の
強
化
を
通
じ

て
、
株
主
価
値
の
適
正
な
顕
在
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　7
-E

leven, Inc.

は
、
北
米
地
域
で
の
店
舗
網
拡

充
と
と
も
に
優
れ
た
品
質
の
食
の
提
供
に
力
を
注
ぎ
、

着
実
に
商
品
売
上
お
よ
び
営
業
利
益
の
成
長
を
実
現
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
実
績
で
は
、
連
結
営
業
利

益
の
４
分
の
１
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
５
）。

　7
-Eleven, Inc.

の
収
益
基
盤
を
さ
ら
に
強
化
す

べ
く
、
北
米
で
３
８
２
８
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア(

以
下
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ)

を
展
開
す
るSpeedw

ay

の
買
収
を
実
施
し
ま
し
た
。
米
国
の
Ｃ
Ｖ
Ｓ
市
場
の
特

色
は
、
15
万
店
舗
以
上
の
Ｃ
Ｖ
Ｓ
が
展
開
さ
れ
る
中
、

業
界
の
大
手
ト
ッ
プ
10
社
で
全
体
の
約
20
％
の
シ
ェ
ア

し
か
有
し
て
い
な
い
一
方
、
個
人
経
営
を
含
め
た
10
店

舗
以
下
の
小
規
模
チ
ェ
ー
ン
の
お
店
が
全
体
の
約
65
％

を
占
め
る
と
い
う
、
細
分
化
さ
れ
た
業
界
で
あ
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、約
80
％
の
店
舗
が
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

併
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
近
年
で
は
各
チ
ェ
ー
ン
と
も
経
営
合
理

化
に
向
け
た
店
舗
網
再
編
の
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、

7
-Eleven, Inc.

で
は
、
こ
れ
ま
で
Ｍ
＆
Ａ
を
含
む

積
極
的
な
出
店
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
米
国
の
Ｃ
Ｖ
Ｓ
市
場
に
お
い
て
、7

-Eleven, Inc.

が
店
舗
数
３
位
のSpeedw

ay LLC

を
経
営
統
合

す
る
こ
と
で
、
米
国
の
主
要
な
都
市
部
の
大
半
に
店
舗

網
を
広
げ
、
成
長
機
会
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、7

-E
leven, Inc.

が
２
０
０
６
年
度
か
ら

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
っ
て
取
得
し
た

店
舗
は
、
２
０
２
０
年
度
の
全
店
舗
数
の
２
割
を
超

え
、
い
ず
れ
も7

-E
leven, Inc.

の
成
長
に
着
実

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。S

peedw
ay

取
得
後
３
年
目

に
想
定
さ
れ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
は
、
当
初
想
定
額
か
ら

約
５
０
０
０
万
ド
ル
増
加
の
５
億
２
５
０
０
万
ド
ル
〜

６
億
２
５
０
０
万
ド
ル
を
見
込
ん
で
い
ま
す
（
図
６
）。

財
務
目
標
と
株
主
還
元

北
米
市
場
で
の
成
長
機
会
を
高
め
、

収
益
基
盤
を
強
化

図3　財務目標と計画フェーズ

図4　財務基本方針 連結財務数値目標

2030年 目指すグループ像

セブン‐イレブン事業を核としたグローバル成長戦略と、テクノロジーの積極活用を通じて
流通革新を主導する世界トップクラスのグローバル流通グループ

中期経営計画のフェーズ構成

現在 2025年度
収益性 成長性 持続可能性× ×

事業構造改革の完遂（～2023年度）
不採算店舗への対応、人員適正化 等

グループ戦略投資の成果
ラストワンマイル・DX・金融戦略 等

成長戦略の実行

持続的に企業価値を向上させるため、
資本コストを上回るリターン(利益)を拡大するとともに、
キャッシュ・フロー(CF)の創出力を高める。

【主な連結KPI】

財務の量的拡大 フリーCF
水準

EPS
成長率

ROE ROIC
スプレッド財務の質的向上

Debt/EBITDA倍率財務の健全性確保

ROIC
(当期純利益ベース)

WACC
(加重平均資本コスト)

資本コストを
ふまえたリターン
(利益)の評価

シナジーの構成要素
・品揃え拡大
・PB導入
・原価低減

商品関連

デジタル戦略統合

スケールメリット活用

ガソリン物流統合

・デリバリー（7NOW）拡大
・ロイヤリティプログラム拡充

・販管費効率化
・メンテナンス改革

・供給量の増加
・内部の輸送・物流を活用

円滑な統合に向けて専任チームを組成し継続的創出、
かつ、さらなるシナジー拡大を目指す

図6　7-Eleven, Inc.とSpeedwayのシナジー

図5　7-Eleven, Inc.の成長

海
外
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
戦
略
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米
国
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
お
客

様
の
消
費
行
動
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。7-Eleven, 

Inc.

で
は
か
ね
て
よ
り
、
お
客
様
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

改
革
を
進
め
る
取
り
組
み
「
シ
ッ
ク
ス
・
ポ
イ
ン
ト
・

プ
ラ
ン
」
を
展
開
し
、
食
品
を
中
心
と
し
た
商
品
力
の

強
化
、
Ｄ
Ｘ
戦
略
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
フ
ー
ド
強
化
の
一
環
と
し
て
、

２
０
１
７
年
か
ら
わ
ら
べ
や
テ
キ
サ
ス
と
連
携
し
て
デ

イ
リ
ー
食
品
の
味
・
鮮
度
の
向
上
に
取
り
組
み
、
ダ
ラ

ス
近
郊
の
６
５
０
店
舗
で
商
品
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
ら
べ
や
テ
キ
サ
ス
と
物
流
セ
ン
タ
ー
を
運
営

す
る
Ｄ
Ｈ
Ｌ
の
協
力
に
よ
り
、
新
た
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

フ
ー
ド
工
場
併
設
型
共
配
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
さ
ら
な
る
高
度
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
機
に
一
段
と

高
ま
り
ま
し
た
。7-Eleven, Inc.

で
は
、
Ｄ
Ｘ
を
活

用
し
た
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス「
７
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」を
推
進
し
、

業
界
最
速
ク
ラ
ス
の
配
達
を
実
現
す
る
な
ど
、
お
客
様

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
急
速
に
実
績
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。「
７
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
の
取
扱
店
舗
は
、
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
約
６
５
０
０
店
舗
に
拡
大
す
る
計
画
で
、

よ
り
お
客
様
の
利
便
性
を
高
め
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
拡

充
し
て
い
き
ま
す
。

　7-Eleven, Inc.

が
お
客
様
と
関
係
強
化
を
進
め
る

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電

拠
点
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
２
０
３
０
年 

に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
で
店
舗

運
営
を
賄
う
「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」
に
該
当
す
る
店
舗
を 

５
０
０
０
店
舗
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　7

‐Eleven

は
世
界
に
約
７
万
２
０
０
０
店
舗
を

展
開
（
２
０
２
０
年
度
末
）
し
て
お
り
、
世
界
で
最
も

多
い
店
舗
数
に
な
り
ま
す
が
、
出
店
地
域
は
16
の
国
と

地
域
で
あ
り
、
出
店
に
よ
る
大
き
な
成
長
機
会
が
存
在

し
て
い
ま
す
（
図
７
）。7-Eleven

の
グ
ロ
ー
バ
ル

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
日

米
が
連
携
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
日
本
と
北
米
を
除

く
店
舗
数
を
２
０
２
０
年
度
末
の
３
万
９
０
０
０
店
舗

か
ら
、
２
０
２
５
年
度
に
は
５
万
店
舗
に
ま
で
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
展
開
エ
リ
ア
で
は
ラ
イ
セ

ン
シ
ー
連
携
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
国
や
地

域
ご
と
に
戦
略
を
き
め
細
か
く
企
画
し
て
各
地
域
の
エ

リ
ア
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
と
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

新
地
域
へ
は
、
包
括
的
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
支
援
策
を

実
施
し
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｊ
Ｖ
）
や
Ｍ

＆
Ａ
も
戦
略
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
出
店
地
域
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、
共
同
調
達
や
商

品
開
発
、
Ｉ
Ｔ
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
で

も
グ
ロ
ー
バ
ル
連
携
を
推
進
し
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
（
図
８
・
９
）。

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「7R

ew
ards

」
で
は
、

お
客
様
に
新
た
な
体
験
価
値
と
利
便
性
を
提
供
す
べ
く
、

デ
ジ
タ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
や
モ
バ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

な
ど
の
機
能
を
付
加
。
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ

り
会
員
数
を
２
０
２
５
年
度
に
５
５
０
０
万
人
ま
で
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
仕
組
み
に
進
化

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
コ
ー
ル
ド
プ
レ
ス
ジ
ュ
ー
ス
や
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
を
専
用
サ
ー
バ
ー
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、

イ
ン
ス
ト
ア
ベ
ー
カ
リ
ー
に
よ
る
で
き
立
て
パ
ン
の
提

供
な
ど
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
メ
キ
シ
カ
ン
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

を
併
設
し
た
店
舗
も
展
開
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
か
ら

得
た
知
見
を
、Speedw

ay

を
含
む
既
存
店
や
新
店

に
導
入
す
る
こ
と
で
店
舗
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
、
米
国
政
府
が
力
を
注
ぐ

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
化
促
進
に
も
積
極
的
な
対
応
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
の
設
置
に
つ

い
て
、7-Eleven, Inc.

は
従
来
の
計
画
を
５
年
前
倒

し
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
ま
で
に

５
０
０
台
以
上
の
設
置
を
目
指
し
て
、
米
国
政
府
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
現
在
１
３
７
０
店
舗
で
、太
陽
光
、風
力
、水
力
と

い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
た
店
舗
運
営
を 

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
革
新
と
Ｄ
Ｘ
で

魅
力
的
な
「
体
験
価
値
」
を
創
出

「7
-E
leven

」
ブ
ラ
ン
ド
の

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
の
積
極
的
な
展
開
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
推
進

図7　7-Eleven出店マップ

世界最多の約72,000店舗を展開するも、
出店は16の国と地域に限られているため、グローバル展開における成長機会が大きい。7-Eleven グローバルブランドの価値向上を目指す

人財交流 SDGs IT・デジタル 共同調達
共同商品開発

エリアライセンシー
との連携

・バリューチェーン
・ネットワーク
・商品開発力 両社が協力しあえる運営体制構築（2021年度）

強み 強み
・商標・ブランド管理
・契約管理
・デジタル技術の活用

セブンｰイレブン・
ジャパン 7-Eleven, Inc.

セブン＆アイHLDGS. 

戦  略 1）既存国との連携強化 2）新地域への出店促進 3）グローバル連携拡大

施  策

世界に質の高い店舗を5万店（2020年度末 3.9万店）※ゴール
（2025年度） ※日本、北米除く

・ライセンシー連携強化
 プログラム
・国（地域）ごとの戦略企画

・包括的バリューチェーン
 支援策
・新エリア進出
・戦略的JV・M&Aも

・ESG
・共同調達、共同商品開発
・ITデジタルソリューション

日米連携による7-Elevenグローバルブランドの価値向上

図8　中期グローバル戦略マップ

図9　グローバル連携の目指す姿
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国
内
で
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
小
商
圏
化
が
加
速
し
、

商
圏
ご
と
に
対
応
す
べ
き
課
題
は
多
様
で
す
。
こ
の
変

化
に
対
応
し
、「
近
く
て
便
利
」
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
小
商
圏
化
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
品
揃

え
の
拡
充
と
売
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
刷
新
、
グ
ル
ー
プ
力

を
活
用
し
た
商
品
調
達
、
次
世
代
型
店
舗
の
開
発
や
テ

ス
ト
な
ど
を
進
め
、
出
店
を
再
加
速
さ
せ
て
い
く
基
盤

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る

新
た
な
体
験
価
値
と
し
て
「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン 

ネ
ッ

ト
コ
ン
ビ
ニ
」
を
本
格
稼
働
し
て
い
き
ま
す
（
図
10
）。

　
売
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
刷
新
で
は
、
新
レ
イ
ア
ウ
ト
を

住
宅
立
地
に
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
惣
菜
や
サ
ラ
ダ
な
ど

酒
類
と
の
買
い
合
わ
せ
の
高
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
中
心
に

販
売
が
伸
長
。
先
行
導
入
し
た
８
０
０
店
舗
で
は
、
全

国
平
均
に
比
べ
て
日
販
の
前
年
差
が
約
１
万
５
０
０
０

円
高
い
な
ど
の
効
果
が
出
て
お
り
、
２
０
２
１
年
度
末

ま
で
に
１
万
２
０
０
０
店
舗
に
拡
大
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
都
心
部
の
狭
小
店
舗
に
つ
い
て
も
新
し
い
設
備

の
開
発
・
導
入
な
ど
、
個
店
ご
と
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
合

わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
を
図
っ
て
お
り
、
２
０
２
１
年
度

中
に
１
５
０
０
店
舗
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン 

ネ
ッ
ト
コ
ン
ビ
ニ
」
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
店
舗
の
在
庫
を
反
映
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
利
便
性
が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ご
注
文
い
た
だ
い
た
商
品
を
短
時
間
で

お
届
け
し
、
即
食
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

　
グ
ル
ー
プ
の
国
内
売
上
約
７
兆
４
６
０
０
億
円
の

う
ち
、
食
品
売
上
は
約
４
兆
６
７
０
０
億
円
と
、
約

６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
食
品
売
上
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
の
が
「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」
で
す
。

２
０
２
０
年
度
は
約
１
兆
４
６
０
０
億
円
の
売
上
と
な

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
お
よ
び
そ
ご
う
・
西
武
で
は
、
引

き
続
き
事
業
構
造
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
お
客
様
に
ご
支
持
い
た
だ
け
る
大
型
商
業
拠
点
づ
く

り
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
で
は
、
不
採
算
店
舗
の
閉
店
や
収

益
性
の
精
査
、
人
員
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
精

度
の
高
い
商
圏
分
析
を
も
と
に
し
た
店
舗
構
造
改
革
を

推
進
。
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
発
注
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、お
客
様
か
ら
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー 

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
」

で
は
、
首
都
圏
を
中
心
に
大
型
セ
ン
タ
ー
化
を
推
進
。

さ
ら
に
、
外
部
企
業
と
も
連
携
し
た
移
動
販
売
を
拡
大

し
、
買
物
に
お
困
り
の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に
応
え

て
い
き
ま
す
。
　

　
そ
ご
う
・
西
武
で
は
、
店
舗
改
革
に
よ
る
業
務
・
要
員

の
見
直
し
や
人
員
適
正
化
を
促
進
。
店
舗
構
造
改
革
と
し

て
、郊
外
店
の
西
武
所
沢
Ｓ.

Ｃ.

、西
武
東
戸
塚
Ｓ.

Ｃ.

で

実
施
し
て
き
た
Ｐ
Ｍ
（
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
化

を
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
基
幹
店
６
店
舗
に
も
広
げ
て
い

き
ま
す
。
同
時
に
商
圏
分
析
精
度
を
向
上
し
、
よ
り
商
圏

特
性
に
合
わ
せ
た
館
づ
く
り
を
進
め
、
各
館
の
魅
力
向
上

と
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
顧
客
接
点
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
非
店
舗
事
業
と
し
て
、
外
商
の
強
化
に
よ
る
富
裕

層
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
商
事
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

り
、
大
き
な
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
食
品
の
領
域
で
は
、
競
合
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
お
客
様
の
支
持
を
得
て
い
く
に
は
、
個
々
の
事

業
会
社
で
は
で
き
な
い
大
胆
な
挑
戦
と
革
新
が
さ
ら
に

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
直
輸
入
を
含
む

海
外
調
達
の
促
進
、
原
材
料
や
レ
シ
ピ
の
共
有
、
ミ
ー

ル
キ
ッ
ト
な
ど
の
差
別
化
商
品
の
開
発
を
通
じ
、グ
ル
ー

プ
商
品
力
を
強
化
。
同
時
に
共
通
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
多
様
な
業
態
を
擁
す
る
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
る
、
食
品
領
域
で
の
独
自
の
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し

て
い
き
ま
す
（
図
12
）。

　
グ
ル
ー
プ
食
品
戦
略
の
第
１
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て

２
０
２
０
年
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
食
品
館
、
ザ
・
プ
ラ

イ
ス
計
20
店
舗
を
新
会
社
ヨ
ー
ク
に
統
合
し
、
４
つ
の 

店
舗
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
展
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

第
２
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
、
プ
ロ
セ
ス

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
共
通
イ
ン
フ
ラ
子
会
社
と
し
て

P
eace D

eli

を
稼
働
し
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
ま

で
に
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
２
カ
所
、
プ
ロ
セ
ス
セ
ン
タ
ー

２
カ
所
を
稼
働
し
、
首
都
圏
食
品
ス
ー
パ
ー
各
店
へ
の
商

品
供
給
を
順
次
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
のP

eace 
D

eli

で
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
直
輸
入
に
も

取
り
組
む
計
画
で
、
２
０
２
２
年
度
の
本
格
稼
働
を
目
指

し
て
テ
ス
ト
も
開
始
し
ま
す
（
図
13
）。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
で
内
製
化

し
て
い
る
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
Ｄ
Ｘ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
配
送
の
た
め
の
人
や
車
両
、

ル
ー
ト
を
最
適
化
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
商
品
を
同
時

に
お
届
け
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す（
図
11
）。

小
商
圏
化
へ
の
対
応
、
Ｄ
Ｘ
戦
略
の
加
速
で

新
た
な
成
長
軌
道
を
目
指
す

共
通
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
で

多
様
な
業
態
を
持
つ
強
み
を
発
揮

事
業
構
造
改
革
の
推
進
と

地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
密
着

図13　グループ共通インフラの構築

図11 「セブン - イレブン ネットコンビニ」の強み

図10　国内コンビニエンスストア事業戦略の概要

社会構造変化 新型コロナ 小商圏化の加速と多様化

次の『便利』の扉を開く　⇒　流通革新をともなう再成長軌道へ

目指すべき姿

多様化するニーズに対応し、すべての地域社会に利便性を提供する

× ＝

既存店の持続的成長 出店戦略 DXの推進

商品構成の見直し
 ・小商圏化に合わせた売場レイアウト
 ・グループ調達

出店再加速への基盤構築
次世代型店舗の開発・テスト

ネットコンビニの拡大
CRM強化（アプリの進化）
加盟店・本部の生産性向上

リアルタイム在庫連携

・約2,800アイテム（雑誌・非課税商品除く）
・高いコンバージョンレート

30分配送サービス

・お客様に1番近い在庫拠点
・即食ニーズへの対応
 （揚げ物のBy Order など）

ラストワンマイル
DXプラットフォーム（今後）

・AI活用による配送リソース・ルートの最適化
・グループ会社商品の配達も視野（テスト中）

多様な業態を持つからこそ実現できる食品領域における差別化

さらなる食品領域におけるシナジーへの挑戦

※  PC:プロセスセンター、CK:セントラルキッチン

海外調達の促進
（直輸入）

グループ商品力
の強化

（チームMD）

共通インフラ
の活用

（生鮮食品）

スケールメリットを
活かした

共同調達の確立

原材料・レシピの共有、
共通インフラ（PC・CK※）
によるミールキットなどの
差別化商品を開発・供給

こだわり野菜など
食品スーパーの

生鮮食品を
コンビニエンスストア

でも取り扱い

第3フェーズ　共同調達機能の拡大

セントラルキッチン 2カ所・プロセスセンター 2カ所
2025年度までに稼働予定

グループ共通インフラ構築により
高品質かつ効率的な商品供給体制を実現

首都圏店舗・ネットスーパー　

商品供給

首都圏店舗・ネットスーパー　
提携
企業

CVS

物流センター

共通インフラ運営子会社
セントラルキッチン プロセスセンター

物流センター

共通インフラ運営子会社 Peace Deli
セントラル
キッチン

プロセス
センター 共同調達

（直輸入）

ヨークベニマル
ノウハウ共有

イトーヨーカ堂 ヨーク

デリカ・ベーカリー 生鮮・ミールキット グロッサリーなど

セブン＆アイHLDGS．

第2フェーズ　共通インフラの構築
（2021年5月～）

商品供給

図12　グループ食品戦略
国
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
戦
略

グ
ル
ー
プ
食
品
戦
略

大
型
商
業
拠
点
戦
略
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当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
施
策
を

以
下
の
３
つ
に
分
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
図
14
）。

第
１
に
、
ネ
ッ
ト
コ
ン
ビ
ニ
や
ｅ.

デ
パ
チ
カ
、
デ
ニ
ー

ズ
の
宅
配
な
ど
、
注
文
し
て
か
ら
短
時
間
で
配
送
で
き

る
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
第
２
に
、

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
な
ど
計
画
的
な
お
買
物
支
援
を
す
る

配
送
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
現
状
、
お
客
様
の
ご
自
宅
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店

舗
で
の
留
め
置
き
や
受
取
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
、
受
取
拠
点

の
多
様
化
を
順
次
進
め
る
計
画
で
す
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
生
鮮
食
品
や
ミ
ー
ル
キ
ッ
ト
な
ど
、
お
届
け
す
る

商
品
の
品
揃
え
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
第
３
は
、日
々

の
お
買
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
へ
の

移
動
販
売
で
す
。
こ
れ
は
、「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー 

と

く
し
丸
」、「
セ
ブ
ン
あ
ん
し
ん
お
届
け
便
」
で
、
お
客

様
へ
の
お
買
物
支
援
を
視
野
に
、
稼
働
台
数
を
順
次
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
に
か
か
る
売
上
は
、
２
０
２
５
年

度
に
は
約
６
０
０
０
億
円
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
多
様
な
業
態
を
擁
す
る
当
社
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
特
徴
は
、グ
ル
ー
プ
共
通
の
「
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
Ｄ
Ｘ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
構
築

で
き
る
こ
と
で
す
（
図
15
）。
先
行
テ
ス
ト
を
展
開
し
て

い
る
品
川
エ
リ
ア
で
は
、
従
来
の
仕
組
み
と
比
較
し
て

　
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
て
数

多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
と
進
め
て
き
た
対

話
を
ふ
ま
え
、
２
０
１
４
年
に
は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
「
５
つ
の
重
点
課
題
」
を
特
定
。
そ
の

後
、
２
０
１
９
年
に
は
環
境
負
荷
低
減
の
方
針
を
明
確

に
し
た
、
環
境
宣
言
『G

R
EEN

 C
H

A
LLEN

G
E 

2050

』
を
発
表
。
４
つ
の
テ
ー
マ
で
取
り
組
み
を
明

示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
数
値
目
標
を
掲
げ
て
２
０
３
０
年
、

２
０
５
０
年
の
目
指
す
姿
を
発
表
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％

の
利
用
を
目
指
す
Ｒ
Ｅ
１
０
０
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、 

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
推
進（
図
16
）。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
対
策
で
は
、
石
油
由
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
を

減
ら
し
て
い
く
と
と
も
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
容
器

は
環
境
配
慮
型
素
材
を
１
０
０
％
使
用
し
た
も
の
へ
と

順
次
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
（
図
17
）。
こ
れ
ら
の
実
現

に
向
け
、
総
投
資
額
（
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
戦
略
投
資
を
除

く
）
の
５
％
以
上
を
環
境
投
資
に
振
り
向
け
て
い
く
方

針
で
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
対
応
の
情
報
開
示
を
積
極

的
に
行
う
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
（
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
）
へ
の
対
応
や
、
パ
リ
協
定
と
整
合
し
た
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
削
減
目
標
を
掲
げ
る
Ｓ
Ｂ
Ｔ
※
の
認
定
を
目
指
す
な

ど
、
世
界
的
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
参
加
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
16
の
国
と
地
域
の
セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン
の
エ
リ
ア
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
に
向
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し
、
と
も
に
世

界
の
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
外
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
監
査
も
実
施
。「
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
の
人

権
方
針
」
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
人
権
保
護
、
法
令
遵
守
、
労
働
安
全
、
環
境

保
全
な
ど
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
新
中
期
経
営
計
画
の
施
策
を
着
実
に
遂
行
し
、
持
続

的
な
企
業
価
値
の
増
大
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
い
っ
そ
う
の
強
化
、
そ
し
て

経
営
戦
略
と
連
動
し
た
人
財
政
策
を
通
じ
て
多
様
な
人

財
に
活
躍
の
場
を
提
供
し
、誰
も
が「
働
き
が
い
」と「
働

き
や
す
さ
」
を
実
感
で
き
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
（
図
18
）。
し
な
や
か
な
対
応
力
を
生

み
出
す
「
多
様
性
」
と
、
一
体
と
な
っ
て
可
能
性
を
切

り
開
く
「
総
合
力
」。
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
は
次
世
代
へ

と
つ
な
が
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
進
め
、
中
長
期
的

な
企
業
価
値
向
上
を
確
実
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。

配
送
距
離
約
40
％
削
減
、
車
両
台
数
約
45
％
削
減
な
ど

の
効
果
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
客
様
と
の
接
点
を
さ
ら
に
広
げ
、
深
め
て

い
く
た
め
に
、
金
融
戦
略
の
強
化
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
現
在
、
７
ｉ
Ｄ
の
会
員
数
は
２
０
０
０
万
人
に

の
ぼ
り
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
ア
プ
リ
を
中
心
に
、
便

利
な
ク
ー
ポ
ン
の
提
供
や
、
決
済
手
段
の
多
様
化
に
お

応
え
す
る
な
ど
、
新
た
な
顧
客
体
験
価
値
を
提
供
し
続

け
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
品
揃
え

の
最
適
化
や
、
お
客
様
の
都
合
の
良
い
時
間
・
場
所
で

の
商
品
受
け
取
り
な
ど
、
７
ｉ
Ｄ
を
基
軸
に
お
買
物
を

さ
ら
に
豊
か
で
快
適
な
も
の
に
す
る
新
た
な
体
験
価
値

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、「
新
た

な
決
済
体
験
の
提
供
」
や
「
グ
ル
ー
プ
ポ
イ
ン
ト
戦
略

の
強
化
」
に
取
り
組
み
、
便
利
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
と
お

ト
ク
に
貯
ま
る
グ
ル
ー
プ
ポ
イ
ン
ト
を
提
供
す
る
こ
と

で
、お
客
様
の
ラ
イ
フ・
タ
イ
ム・
バ
リ
ュ
ー
を
よ
り
い
っ

そ
う
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の

強
み
と
価
値
を
い
っ
そ
う
強
化

図14　ラストワンマイル施策

2025年度には、グループ全体で 約6,000億円 の売上規模へ

利便性の向上 地域社会への貢献
即食・中食、出前ニーズ

オンデマンド購入

「セブン-イレブン ネットコンビニ」
「e.デパチカ」 など

▶ 中食やファストフード
　 商品の強化
▶ 宅配専用店舗の設置・
 　エリア拡大
▶ 配送プラットフォームの構築

▶ 大型センター化
  （共通インフラと連携した
 セブン - イレブン店舗への
 商品供給 など）
▶ 受取拠点の多様化
　 （BOPIS、ロッカー など）
▶ 生鮮食品、ミールキットの強化

▶ 稼働台数の拡大
▶ とくし丸、地域社会との
　 連携強化

「イトーヨーカドー ネットスーパー」
 など

今後の施策・方向性

「イトーヨーカドー とくし丸」
「セブンあんしんお届け便」 など

計画購入 対面購入

お買物にお困りの方簡便調理、内食ニーズ注文・受け取りの多様化
お 客 様

お客様
注 文

商 品

受取場所 ドライバー 車 両

ラストワンマイルＤＸプラットフォーム
（AI配送コントロールによる最適化）

配送リソース

グループ各社 ECサイト

AI配送コントロールにより最大で配送距離を約40%、車両台数を約45%削減※

ラストワンマイル
DXプラットフォーム
４つのコアテクノロジー

① 車両・ドライバーの差配

② 配送ルート最適化

③

④

※ 品川エリアにてAIによる混載機能・ルート最適化機能・車両最適化機能をテスト実施（2020年12月）

・・・

配送料のダイナミック
プライシング
受取場所・時間の
最適化提案

図16　2030年に目指す姿（脱炭素社会）

図17　2030年に目指す姿（循環経済社会）

・太陽光パネルの設置店舗
 8,683店（92MW）→11,000店（160MW）
・大型太陽光パネルは駐車場や工場へ設置拡大

・オフサイトPPAの拡大
・北米での再生可能エネルギー電力調達の推進
 1,376店舗で契約済→約5,000店舗へ拡大

・水素ステーションの併設型配送センターの拡充
・次世代太陽電池、蓄電池の研究開発

オフサイトの再生可能エネルギーの利用

新技術への投資・利用促進

オンサイトの再生可能エネルギーの強化

・ペットボトル回収機
 （2020年度で３億３,000万本の回収実績）
 現在1,000台設置済
 →年間1,000台以上の増設
・ペットボトル以外のプラスチック回収への挑戦
 プラスチックトレーの回収の強化

・廃ペットボトルのリサイクル工場への出資
 PB商品で使用するリサイクルPETの確保
・ケミカルリサイクル事業への出資

・セブンプレミアムの容器や商品への活用
 （現在約200アイテム→1,000アイテムへ）

リサイクルプラスチックの確保

リサイクル・環境配慮型素材のPBへの活用

プラスチックの店頭回収強化

中長期的な企業価値向上（財務・非財務）による持続的成長へ

コーポレートガバナンスの
さらなる強化

コーポレートガバナンス構造の
不断の見直し

（取締役会、諮問委員会、
評価、報酬制度、

開示等の充実・整備など）

グループガバナンスの
深化

（持株会社・事業会社間の対話・
連携の強化、最適資源配分など）

会社と従業員がともに成長できる
組織づくり（働きがい）
（一人ひとりの従業員の

能力開発と、
自律的な学びの支援など）

誰もが働きやすい
職場づくり

（働き方改革・生産性向上、
ダイバーシティ＆インクルージョンの

推進など）

経営戦略と連動した
人財政策

図15　ラストワンマイルDXプラットフォームの目指す姿図18　持続的成長のために

Ｄ
Ｘ
・
金
融
戦
略

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営

持
続
的
成
長
の
た
め
に

※ 

パ
リ
協
定
（
世
界
の
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
よ
り
2
℃
を
十
分

に
下
回
る
水
準
「W

ell Below
2℃

」
に
抑
え
、
ま
た
１
・
５
℃

に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
）
が
求
め
る
水
準
と
整
合
し
た
、

５
～
15
年
先
を
目
標
年
と
し
て
企
業
が
設
定
す
る
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
目
標
の
こ
と
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国内外コンビニエンスストア事業が
全体を牽引し、増収増益

　
当
第
1
四
半
期
に
お
い
て
、
国
内
お

よ
び
海
外
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）

の
影
響
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、当
社
グ
ル
ー

プ
は
、
お
客
様
と
従
業
員
の
安
全
確
保

を
最
優
先
に
、
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ

る
「
信
頼
と
誠
実
」「
変
化
へ
の
対
応
と

基
本
の
徹
底
」
を
体
現
し
、
営
業
活
動

を
継
続
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
前
年
が
主
に
新
型
コ 

ロ
ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
こ
と
も

あ
り
、営
業
利
益
は
2
年
ぶ
り
の
増
益
、

経
常
利
益
お
よ
び
親
会
社
株
主
に
帰
属

す
る
四
半
期
純
利
益
も
そ
れ
ぞ
れ
増
益

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
沖
縄
お

よ
び7

-E
leven, Inc.

に
お
け
る
加

盟
店
売
上
を
含
め
た「
グ
ル
ー
プ
売
上
」

は
、
2
兆
８
７
１
４
億
82
百
万
円
（
前

年
同
期
比
７.

９
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

連 結 業 績

当
第
１
四
半
期
の
業
績
概
況

16,000

12,000

8,000

0

4,000

（億円）

600

800

0

400

200

（億円）
500

200

0

300

100

（億円）

139

2021年2月期
第1四半期

713

2021年2月期
第1四半期

430

2022年2月期
第1四半期

775

2022年2月期
第1四半期

営業収益

伸び率  +11.8%

1兆5,553億円

営業利益

伸び率  +8.6%

775億円

親会社株主に帰属する
四半期純利益

伸び率  +208.7%

430億円

1兆3,918

2021年2月期
第1四半期

2022年2月期
第1四半期

1兆5,553

400

（2021年3月1日～2022年2月28日） 
2022年2月期連結業績予想

利益配分に関する基本方針
　当社は、利益向上に見合った利益還元を行うことを基本方針とし
ています。株主還元については、1株当たりの配当金を安定的・継続
的に向上させることを基軸とし、フリーキャッシュ・フローの水準や
株価などを勘案して、機動的な株主還元を検討していきます。
　この考えに基づき、前期の配当金は中間配当金47.5円、期末配
当金51.0円を合わせ、１株当たり98.5円となりました（連結配当性
向48.5％）。また当期の配当金については、中間配当金48.0円、
期末配当金52.0円を合わせ、１株当たり100.0円を予定しています

（連結配当性向46.5％）。

グループ売上：13兆5,490億円※（伸び率+22.7％）
※ セブン - イレブン・ジャパン、セブン - イレブン・沖縄および 7-Eleven,  Inc.　

における加盟店売上を含む

 金額 伸び率

営業収益 8兆380億円 +39.4%

営業利益 3,800億円 +3.7%

経常利益 3,435億円 -3.9%

親会社株主に帰属する
当期純利益 1,900億円 +6.0%

2022年2月期

第1四半期 決算概況

■ 事業セグメント変更について
大型商業拠点戦略を推進するため、「百貨店事業」、「専門店事業」を統合し、「百貨店・専門店事業」へと変更します。
さらに西武池袋本店において、お客様のニーズに合わせた館づくりを進めるべく、同店の建物・土地の一部を保有しているセブン＆
アイ・アセットマネジメントを2021年9月をめどとしてそごう・西武に吸収合併するため、「その他の事業」に属していた同社を「百
貨店・専門店事業」へ移管します。また、セブン‐イレブンのグローバル戦略を一元的に推進するため、中国事業とハワイ事業を「国
内コンビニエンスストア事業」から「海外コンビニエンスストア事業」へ移管します。
加えて、グループ食品戦略の推進に向け、「その他の事業」に属していた（株）エス・ウィルをグループ共通の食品インフラ事業を管
理・運営する会社と位置づけ、（株）Peace Deliへ商号変更のうえ、「スーパーストア事業」へ移管し、GMS・食品スーパー各社と
の連携を強化し、シナジー創出を加速していきます。

国内コンビニエンス
ストア事業

　セブン‐イレブン・ジャパンは、新型コロナの影響により、いっ
そうの小商圏化が進み、個店ごとのお客様ニーズの違いが顕在化す
る中で、お客様ニーズの変化に対応した新レイアウトの導入をさら
に進めました。
　なお、既存店売上は、主に前年の新型コロナ拡大抑止にともなう外
出自粛の反動により前年を上回り、営業利益は603億86百万円（前
年同期比15.6％増）となりました。

　北米の7-Eleven, Inc.は、デリバリーサービスやデジタルウォレッ
ト、モバイルチェックアウトなどの取扱店舗拡大により新たなサービ
スの拡充に努めると同時に、ファスト・フードやプライベートブラン
ド商品の開発・販売に引き続き注力しました。これらの結果、ドル
ベースの米国内既存店商品売上は前年を上回り、営業利益は177億
27百万円（前年同期比6.8％増）となりました。
　また、2021年5月14日付で米国Marathon Petroleum Corporation 
からのコンビニエンスストア事業などに関する株式その他持分の取得
が完了し、今後、Speedway事業との統合を進めていきます。

　イトーヨーカ堂は、前年の新型コロナ拡大による巣ごもり需要で
伸長した食品は、消費行動変化に対応したことで引き続き好調でし
た。加えて、前年の営業時間の短縮や、アリオのテナント部分の休
業などの反動もあり、テナント含む既存店売上は前年を上回りまし
た。しかしながら、営業利益は前年に特別損失に振り替えた新型コ
ロナ拡大による休業に係る固定費の影響などもあり、5億7百万円減
の6億51百万円となりました。
　ヨークベニマルは、前年の外出自粛にともなう巣ごもり需要の反
動などにより既存店売上は前年を下回り、営業利益は35億39百万
円（前年同期比43.3％減）となりました。 

　そごう・西武は、前年の新型コロナ拡大抑止にともなう営業時間の
短縮などの反動により、既存店売上は前年を上回りました。しかしな
がら、前年に特別損失に振り替えた新型コロナ拡大による休業に係る
固定費の影響などもあり、営業損失は前第１四半期と比べ10億5百万
円増の22億47百万円となりました。

　セブン銀行は、前年の新型コロナ拡大抑止にともなう外出自粛の反
動影響や各種キャッシュレス決済にともなう現金チャージ取引件数が伸
長したことにより、1日1台当たりの平均利用件数は97.7件（前年同期
差12.0件増）となり、ATM総利用件数は前年を上回りました。

　引き続きお客様のニーズに対応した商品政策を実行しましたが、
営業時間の短縮や休業対応などを余儀なくされるなど、厳しい環境
が続きました。しかしながら、前年の新型コロナにともなう外出自
粛の反動により、専門店事業の営業損失は前第1四半期と比べ43億
68百万円減の16億88百万円となりました。

海外コンビニエンス
ストア事業

スーパーストア事業

専門店事業

金融関連事業

百貨店事業

603億円

伸び率 +16.8%

123億円

伸び率 +7.5%

58億円

伸び率 -43.7%

-21億円

前期差額 -9億円

104億円

伸び率 -9.2%

-16億円

前期差額 +43億円

主な事業セグメント別営業利益

1213



連 結 業 績
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0

1,800

（億円）
2,181

2020年2月期

4,242

2020年2月期

1,792

2021年2月期

1,445

2021年2月期
計画 

3,663

2021年2月期

3,450

2021年2月期
計画 

営業収益

伸び率  -13.2%

5兆7,667億円

営業利益

伸び率  -13.7%

3,663億円

親会社株主に帰属する
当期純利益

伸び率  -17.8%

1,792億円

6兆6,443

2020年2月期 2021年2月期

5兆7,667

2021年2月期
計画 

5兆7,180

2021年2月期の連結業績は、新型コロナの影響により、営業利益が11年ぶりの減益となり、経常利益と親会社株主に帰
属する当期純利益もそれぞれ減益となりましたが、計画は達成することができました。なお、セブン - イレブン・ジャパン、
セブン‐イレブン・沖縄および7-Eleven, Inc.における加盟店売上を含めた「グループ売上」は11兆448億74百万
円（前年同期比7.9％減）となりました。

2021年2月期 決算概況
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59,968 59,968

69,468 69,468

35,940
28,313

25

33,502
41,154

2020年2月末 2020年2月末2021年2月末 2021年2月末

固定資産 純資産

流動資産
負債

連 結 貸 借 対 照 表

流動資産は、主に海外コンビニエンスストア事業における
Speedway取得にともなう資金調達による現金及び預金の増
加などにより、固定資産は、主にグループ共通基盤システム
構築にともなうソフトウェアの増加などによりそれぞれ増加し
ました。

負債は、主に海外コンビニエンスストア事業における
Speedway取得資金の一部を、当社が社債および借入により調
達したことなどにより増加しました。純資産は、為替換算調整
勘定の減少などはあったものの、親会社株主に帰属する当期純
利益による利益剰余金が増えたことなどにより増加しました。

■ 資産合計 ■ 負債純資産合計
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連結キャッシュ・フロー計算書
営業活動によるキャッシュ・フローは、主に税金
等調整前当期純利益の計上などにより収入となり
ました。
投資活動によるキャッシュ・フローは、主に既存
店投資にともなう有形固定資産の取得および海外
コンビニエンスストア事業における連結の範囲の
変更をともなう子会社株式の取得などにより支出
となりました。
財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の
支払いなどがあったものの、当社における短期借
入金の増加および社債の発行などにより収入とな
りました。
以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年
度末残高は2兆1,838億37百万円となりました。

現金及び
現金同等物の

期首残高

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

現金及び
現金同等物の

期末残高

21,838

13,548

- 74

6,905
- 3,9415,399

国内コンビニエンス
ストア事業

　セブン‐イレブン・ジャパンは、新型コロナ拡大にとも
なう外出自粛および在宅勤務の増加により、客数などに大
きな影響がありましたが、お客様の行動変化に対応した商
品開発および品揃え強化に加え、加盟店に対する感染防止
対策物資の支給や経済的支援の実施など、加盟店経営のサ
ポートにも注力しました。
　しかしながら、当連結会計年度は新型コロナ拡大による
厳しい状況からは回復基調にあったものの、既存店売上は
前年を下回り、営業利益は2,333億21百万円（前年同期比
8.1％減）となりました。

　北米の7-Eleven, Inc.は、ファスト・フードおよびプラ
イベートブランド商品の開発・販売に引き続き注力しまし
た。米国においては、2020年3月に新型コロナ拡大にとも
なう国家非常事態宣言が出されましたが、政府からの要請
もあり、生活必需品を供給すべく営業を継続しました。
　当連結会計年度におけるドルベースの米国内既存店商品
売上は前年を上回りました。営業利益は、新型コロナ拡大
にともなう加盟店に対する経済的支援の実施やM&A案件
に係る費用計上などがあったものの、ガソリン事業の収益
性改善などによりドルベースでは前年を上回りましたが、
為替レートの変動により1,192億21百万円（前年同期比
2.0％減）となりました。

　イトーヨーカ堂は、巣ごもり需要に対応した食品の売
上は伸長したものの、新型コロナ拡大防止に向けた営業
時間の短縮およびアリオにおけるテナント部分の休業な
どが影響し、テナントを含む既存店売上は前年を下回り
ました。しかしながら、営業利益は構造改革実施店舗の
収益性改善などにより、77 億 81 百万円 ( 前年同期比
19.3%増)となりました。
　ヨークベニマルは、外出自粛にともなう巣ごもり需要
に対応した品揃えの拡充などにより当該期間における既
存店売上は前年を上回り、営業利益は165億48百万円（同
26.3％増）となりました。

　そごう・西武は、新型コロナ拡大にともない、客数など
に大きな影響が生じた結果、既存店売上は前年を下回りま
した。営業利益は新型コロナ拡大防止に向けた営業時間の
短縮および休業などが影響し、前連結会計年度と比べ68億
63百万円減の66億91百万円の損失となりました。

　セブン銀行は、新型コロナ拡大にともなう外出自粛および
一部提携金融機関による手数料体系変更の影響により、1日
1台当たりの平均利用件数は89.7件（前年同期差2.3件減）
となり、当連結会計年度のATM総利用件数は前年を下回り
ました。

　お客様ニーズに対応した商品政策を引き続き実行しま
したが、新型コロナ拡大防止に向けた営業時間の短縮お
よび休業などにより、客数、売上などに大きな影響があ
りました。専門店事業の営業利益は前連結会計年度と比
べ182億62百万円減の135億72百万円の損失となりまし
た。

海外コンビニエンス
ストア事業

スーパーストア事業

専門店事業

金融関連事業

百貨店事業

2,342億円

伸び率 -8.7%

980億円

伸び率 -3.8%

296億円

伸び率 +39.3%

-62億円

前期差額 -70億円

480億円

伸び率 -10.3%

-135億円

前期差額 -182億円

主な事業セグメント別営業利益

1415



株 式 の 状 況

決算の詳細は、
セブン＆アイHLDGS.WEBサイト
「IR資料室」へ

株主メモ

会社概要（2021年2月28日現在） 役 員（2021年5月27日現在）

株式の総数
発行可能株式総数	 4,500,000,000株
発行済株式総数	 886,441,983株

所有者別分布状況

所在地別分布状況

商号
株式会社セブン＆アイ・ホールディングス
設立
2005年9月1日
本店所在地
東京都千代田区二番町8番地8
資本金
500億円
従業員数
799名（連結	58,975名）

取締役	 代表取締役社長	 井阪 隆一	
	 代表取締役副社長	 後藤 克弘
	 取締役	 伊藤 順朗
	 取締役	 山口 公義
	 取締役	 丸山 好道
	 取締役	 永松 文彦
	 取締役	 木村 成樹

監査役	 常勤監査役	 幅野 則幸
	 常勤監査役	 谷口 義武
	 監査役	 原 一浩
	 監査役	 稲益 みつこ
	 監査役	 松橋 香里

取締役	 ジョセフ・マイケル・デピント
取締役	 月尾 嘉男
取締役	 伊藤 邦雄
取締役	 米村 敏朗
取締役	 東 哲郎
取締役	 ルディー 和子

株主数
83,671名

決算期 2月末日
定時株主総会 5月
定時株主総会の株主確定基準日 2月末日
配当基準日 2月末日および8月31日
単元株式数 100株
公告方法 電子公告

https://www.7andi.com/ir/koukoku.html
事故その他やむを得ない事由によって電子公告
による公告ができない場合には、日本経済新聞
に掲載いたします。

上場取引所 東京証券取引所市場第一部
証券コード 3382
株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

TEL　0120-232-711（通話料無料）

（2021年2月28日現在）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）	………… 	84,837	 9.6%
伊藤興業株式会社	………………………………………………… 	70,701	 8.0%
株式会社日本カストディ銀行（信託口）	……………………… 	48,466	 5.5%
ＳＭＢＣ日興証券株式会社	……………………………………… 	23,519	 2.7%
日本生命保険相互会社…………………………………………… 	17,672	 2.0%
伊藤	雅俊	 ………………………………………………………… 	16,799	 1.9%
三井物産株式会社	………………………………………………… 	16,222	 1.8%
日本証券金融株式会社…………………………………………… 	15,749	 1.8%
株式会社日本カストディ銀行（信託口4）	 …………………… 	15,657	 1.8%
STATE	STREET	BANK	WEST	CLIENT	-	TREATY	505234	 ……… 	12,528	 1.4%

大株主 （千株）　（持株比率）

株主数（名） 株式数（株）
金融
機関216（0.3％）

44（0.1％）

1,429（1.7％）

1,102（1.3％）

83,671（100.0％）

326,696,178（36.9％）

75,977,680（8.6％）

126,325,708（14.3％）

248,897,601（28.1％）

886,441,983（100.0％）

金融商品
取引業者

その他の
法人

外国
法人等

80,880（96.7％） 108,544,816（12.2％）

個人・
その他

合計

株主数

株式数

関東
54.0%

関東
68.2%

海外
28.1%

近畿
15.3%

中部
13.3%

その他国内
3.7%

北海道 2.0%
中国 3.5%
九州 4.3%
東北 4.9%

四国 1.5%
海外 1.3%

（注）１. �

�
２.

�取締役のうち、月尾�嘉男、伊藤�邦雄、米村�敏朗、
東�哲郎およびルディー�和子の各氏は、会社法
第２条第15号に定める社外取締役であります。
�監査役のうち、原�一浩、稲益�みつこおよび松
橋�香里の各氏は、会社法第２条第16号に定め
る社外監査役であります。

セブン銀行(旧アイワイバンク銀行)の創業は2001年4月10日。おかげさまで、今年4月に
創業20周年を迎えました。小売業から生まれた銀行として「お客さまのため」を第一に 
考える強い想いを再確認し、時代の変化に対応して、さらなる成長を実現します。

お客さまの
「あったらいいな」を超えて、
日常の未来を生みだし続ける。
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し
た
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

視
覚
障
が
い
者
の
支
援
団
体
の
方
々
と
と
も
に
仕
様
を

検
討
し
、
安
心
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
環

境
を
整
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
め
ま
ぐ
る
し
い
世
の
中
の
変
化
や
多

様
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
、
時

代
に
先
駆
け
て
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
、
安
心
し
て
」
ご
利
用
い
た
だ
け
る
日
本
初
の
サ
ー

ビ
ス
や
機
能
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
（
19
ペ
ー

ジ
参
照
）。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
子
会
社
の
セ
ブ
ン
・
ペ

イ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
す
る
『
Ａ
Ｔ
Ｍ
受
取
』

サ
ー
ビ
ス
※
が
イ
ベ
ン
ト
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
払
い
戻
し 

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

代表取締役社長 

舟竹 泰昭

常
識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

「
日
本
初
」の
機
能
を
次
々
に
実
現

20th Anniversary

※
『
Ａ
Ｔ
Ｍ
受
取
』
サ
ー
ビ
ス
：
企
業
か
ら
個
人
へ
の
送
金
を
セ
ブ

ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
レ
ジ
で
直
接
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
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小
売
業
は
、
お
客
様
ニ
ー
ズ
の
実
現
が
商
売
の
原
点
。

そ
の
小
売
グ
ル
ー
プ
か
ら
誕
生
し
た
当
社
に
は
そ
の
風

土
が
根
づ
い
て
お
り
、
従
来
の
常
識
を
超
え
て
、
お
客

様
に
喜
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
変
化
へ
の
対
応
と
基
本
の
徹
底
」
は
、
我
々
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
根
本
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
お
客
様
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
従
来
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
新
た
な
価
値
を
付
加
し
な
が
ら
、
事
業
の
多
角
化
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
よ
り
当
社
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
ま
た
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
当
社
は
顔
認
証
機
能
に
よ
る
本
人
確
認
、

顔
色
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
へ
の
活

用
な
ど
、先
駆
的
な
ア
イ
デ
ア
で「
Ａ
Ｔ
Ｍ
＋（
プ
ラ
ス
）」

の
世
界
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
個
人
の
資
産
形
成
が
必
要
と
さ
れ
る
中
で
、関
連
会
社

と
連
携
し
て
独
自
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
も
注
力
。 

当
社
関
連
会
社
で
あ
るTO

R
A
N
O
TEC

投
信
投
資

顧
問
が
運
営
し
て
い
る
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
『
お
つ
り

で
投
資 

ト
ラ
ノ
コ
※
』
は
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
の
一
例
で
す
。

　
創
業
20
周
年
の
節
目
に
社
内
で
は
、
当
社
の
存
在
意
義

（
パ
ー
パ
ス
）
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
社
員

が
参
加
し
て
「
お
客
さ
ま
の
『
あ
っ
た
ら
い
い
な
』
を
超

え
て
、
日
常
の
未
来
を
生
み
だ
し
続
け
る
。」
と
い
う
存

在
意
義
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
冒
頭
で
申
し
上
げ
た

20
年
の
歩
み
と
重
な
る
も
の
で
、
お
客
様
に
寄
り
添
う
想

い
を
従
業
員
一
同
が
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
企
業
が
持
続
的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会

環
境
や
時
代
に
応
じ
て
自
ら
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
お
客
様
の
「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、「
成
長
戦
略
」「
社
会
課
題
解
決

へ
の
貢
献
」「
企
業
変
革
」
の
３
つ
の
柱
に
よ
る
持
続

的
成
長
で
、
お
客
様
・
社
会
へ
継
続
的
に
企
業
価
値
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
進
め
て
い

る
の
が
、
グ
ル
ー
プ
店
舗
内
だ
け
で
は
な
く
、
駅
な
ど

店
舗
外
へ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
展
開
と
、
地
域
金
融
機
関
が
設

置
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
当
社
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
置
き
換
え
る

取
り
組
み
で
す
。
維
持
費
が
か
さ
む
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
当
社
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
代
替
す
れ
ば
経
営
効
率
化
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
、
お
客
様
の
利
便
性
も
向
上
し
ま
す
。
海
外
の

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
店
舗
な
ど
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
設
置
す
る

な
ど
、
海
外
へ
の
事
業
展
開
も
推
進
し
、「
近
く
て
便

利
」
な
銀
行
モ
デ
ル
を
世
界
中
に
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
＋
（
プ
ラ
ス
）」の
世
界
で

従
来
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
付
加
価
値
を

自
分
た
ち
の
存
在
価
値
を
再
確
認
し
、

「
近
く
て
便
利
」な
銀
行
を
世
界
中
に

四季報150号掲載
「ATM+（プラス）」の
ページはこちら

お客さまの「あったらいいな」を超えて、
日常の未来を生みだし続ける。

未
来
の
芽
は
、
い
つ
も
お
客
さ
ま
の

想
い
の
中
に
生
ま
れ
る
。

「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
に
A
T
M
が
あ
っ
た
ら
」

そ
ん
な
お
客
さ
ま
の
想
い
が
私
た
ち
を
生
ん
だ
。

は
じ
め
に
、
お
客
さ
ま
の
想
い
。

そ
れ
が
私
た
ち
の
原
点
。

時
代
と
と
も
に
お
客
さ
ま
の
想
い
が

変
化
し
、
多
様
化
し
て
も
、

私
た
ち
の
姿
勢
は
「
変
わ
ら
な
い
」。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に

私
た
ち
は
「
変
わ
り
続
け
る
」。

「
近
く
て
便
利
」、「
信
頼
と
安
心
」
を
実
現
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
銀
行
と
し
て
、

人
と
社
会
を
支
え
続
け
る
新
た
な
取
り
組
み
へ
。

そ
の
上
で
、
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
枠
を
超
え
、

独
創
的
な
新
し
い
価
値
づ
く
り
へ
の
挑
戦
へ
。 

誰
よ
り
も
お
客
さ
ま
の
い
ち
ば
ん
近
く
で 

想
い
を
、
望
み
を
共
に
す
る
こ
と
。 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
の
力
で
、

常
識
を
跳
び
超
え
、 

そ
の
実
現
に
挑
む
こ
と
。 

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
も
っ
と
便
利
な
、 

日
常
の
未
来
を
生
み
だ
し
続
け
る
こ
と
。 

私
た
ち
セ
ブ
ン
銀
行
は
、

そ
の
た
め
に
存
在
し
ま
す
。

社員がつくった
パーパス&ストーリー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
実
現
し
て
き
た

セ
ブ
ン
銀
行
「
挑
戦
」へ
の
歴
史

2
0
0
1
年  

「
ア
イ
ワ
イ
バ
ン
ク
銀
行
」設
立

2
0
0
5
年  

「
セ
ブ
ン
銀
行
」に
社
名
変
更

2
0
0
7
年  

海
外
発
行
カ
ー
ド
対
応
サ
ー
ビ
ス
開
始

A
T
M
で
電
子
マ
ネ
ー
『
n
a
n
a
c
o（
ナ
ナ
コ
）』の
チ
ャ
ー
ジ
開
始

視
覚
障
が
い
の
あ
る
お
客
様
向
け
サ
ー
ビ
ス
開
始
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
取
引
の
実
現
）

2
0
1
１
年

東
京
証
券
取
引
所
市
場
第
一
部
に
上
場

2
0
1
2
年  

米
国
で
の
A
T
M
運
営
事
業
開
始

2
0
1
４
年  

事
務
受
託
事
業
を
行
う
バ
ン
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
設
立

2
0
1
5
年  

A
T
M
取
引
画
面
や
明
細
表
な
ど
12
言
語
に
対
応

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
運
営
事
業
開
始
（PT. ABAD

I TAM
BAH

 M
U

LIA 
INTERNASIONAL

）

2
0
1
7
年  

日
本
初
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
A
T
M
入
出
金
サ
ー
ビ
ス
開
始

2
0
1
8
年  

日
本
初
セ
ブ
ン
・
ペ
イ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
で
口
座
不
要
の
「
現
金
受
取
サ
ー
ビ
ス
」

提
供
開
始

A
T
M
で
交
通
系
電
子
マ
ネ
ー
等
の
チ
ャ
ー
ジ
開
始

2
0
1
9
年

外
国
人
居
住
者
向
け
資
金
移
動
業
を
行
う
セ
ブ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ミ
レ
ッ
ト
を
設
立

本
人
確
認
・
不
正
検
知
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
行
うAC

SiO
N

を
共
同
で
設
立

第
4
世
代
A
T
M
導
入
開
始

2
0
2
0
年

外
国
人
居
住
者
向
け
貸
金
業
を
行
うC

redd Finance

を
設
立

即
時
口
座
開
設
が
可
能
な
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
Ｍ
ｙ
セ
ブ
ン
銀
行
」開
始

日
本
初
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
手
続
き
開
始
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
）

2
0
2
1
年

セ
ブ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ミ
レ
ッ
ト
が
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
る
海
外
送
金
サ
ー
ビ
ス

「Sendy

」開
始

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

ふなたけ やすあき
2001年アイワイバンク銀行
（現セブン銀行）入社。
2018年6月から現職。

※
『
お
つ
り
で
投
資�

ト
ラ
ノ
コ
』
：
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ

ネ
ー
な
ど
の
日
々
の
お
買
物
デ
ー
タ
か
ら
算
出
さ
れ
る
お
買
物
の

お
つ
り
分
を
投
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス

舟竹 泰昭
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セブン＆アイグループのサステナビリティ
ワタシたちの
ミライへ
つなげる

セブン＆アイグループの環境宣言『GREEN CHALLENGE 2050』では、「持続可能な調達」を目標の一つ
として掲げています。イトーヨーカ堂では日本が抱える農業の課題に真摯に向き合い、JGAP認証の取得支援
を通じて持続可能な農業をバックアップしています。

生産者を守って、持続可能な農業を未来にも

　
日
本
の
農
業
は
、
農
業
就
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
し
、
持
続
可
能
な
農
業
の
た
め
に
は
、
個

人
農
家
で
あ
っ
て
も
企
業
同
様
に
経
営
方
針
を
持
ち
、

透
明
性
の
あ
る
生
産
工
程
管
理
で
農
作
物
に
対
す
る
信

頼
性
を
高
め
る
こ
と
や
、
安
全
で
働
き
や
す
い
労
働
環

境
の
整
備
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
将
来
的
に

多
く
の
農
家
が
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
お
い
し
い
国
産
野
菜
を
お
客
様
に
お
届
け
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
で
は
こ
う
し
た
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
、
10
年
以

上
前
か
ら
持
続
可
能
な
農
業
の
サ
ポ
ー
ト
に
着
手
。
世

界
的
な
広
が
り
を
み
せ
る「
G
Ａ
Ｐ
認
証
」
に
着
目
し
、

そ
の
取
得
を
支
援
す
る
こ
と
で
生
産
者
と
と
も
に
日
本

の
農
業
の
課
題
解
決
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
G
Ａ
Ｐ（G

ood A
gricultural P

ractice

）と

は
、
直
訳
す
る
と「
良
い
農
業
の
や
り
方
」。
食
品
の
安

全
や
環
境
保
全
、
適
切
な
労
働
環
境
な
ど
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た

っ
て
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を
目
指
す
農
業
生
産
工
程

管
理
で
す
。
日
本
で
は
２
０
０
7
年
に
日
本
版
G
Ａ
Ｐ

認
証
制
度
で
あ
る
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
が
ス
タ
ー
ト
。農
具・

農
薬
の
置
き
場
の
管
理
徹
底
、
作
業
工
程
表
の
作
成
や

作
業
場
の
衛
生
管
理
な
ど
に
加
え
、
ご
み
の
分
別
や 

Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
制
度
で

持
続
可
能
な
農
業
経
営
を
推
進

イトーヨーカ堂　ＪGＡＰ認証の取得支援の取り組み

生産者

JGAP認証の取得で得られる効果

労働事故の防止

雇用の安定

経営の改善／コストの見直し

イトーヨーカ堂

環境保全の取り組み

優良生産者との取り引き

農産物の安全・安心の確保

持続可能な農業

▶ 本取り組みに関するSDGsの目標

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
に
生

活
様
式
や
社
会
環
境
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

が
急
加
速
し
、
先
行
き
の
見
通
し
が
困
難
な
時

代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の

中
、
経
済
的
な
成
長
と
社
会
課
題
の
解
決
を
両

軸
と
し
た
持
続
可
能
な
事
業
活
動
を
通
じ
て
、

社
会
に
価
値
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
、

当
社
グ
ル
ー
プ
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
か
ら

「
信
頼
さ
れ
る
、
誠
実
な
企
業
で
あ
り
た
い
」

と
い
う
社
是
を
礎
に
、
「
常
に
お
客
様
の
立
場

に
立
っ
て
、
新
た
な
体
験
価
値
を
提
供
し
続
け

る
」
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
の
基
本
姿
勢
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
基
本
姿
勢
の
も
と
、
社
会
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
活
動
を
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
皆
様
と
と
も
に
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
一
緒
に
取
り
組
め
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
2
0
2
1
年
4
月
、
「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
宣
言
」
を
定
め
ま
し
た
。
皆
様
と
こ
の

思
い
を
と
も
に
し
、
よ
り
良
い
未
来
に
向
か
っ

て
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
、
こ
れ
か
ら
も
挑
戦

し
て
ま
い
り
ま
す
。

私たちの考え

なぜ私たちは、暮らしを変えるのでしょうか。
何をすれば、未来にやさしくなれるのでしょうか。

誰ひとり取り残さない未来は、誰が作るのでしょうか。
いつまで、いつもの今日が続くのでしょうか。

どうすれば、みんなの力を合わせることができるのでしょうか。

セブン＆アイグループは、みなさまと一緒に答えを探しています。
たとえ、ひとりではできないことでも

みんなでつなげれば、きっとできることがある。

ひとりのアクションは、小さくても、
みんなでつづければ、やがて未来は変わりはじめる。

毎日の暮らしの中で、みなさまと一緒にできることを。
「明日にいいこと。つなげる、つづける。」

セブン＆アイグループの「サステナビリティ宣言」

明
あした

日にいいこと。つなげる、つづける。

4月13日 日本経済新聞 広告 5月19日 日本経済新聞 広告 6月10日 日本経済新聞 広告 7月7日 日本経済新聞 広告

セブン&アイグループの「サステナビリティ宣言」
特設サイトはこちら
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薬
箱
の
設
置
な
ど
１
２
０
以
上
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
ク

リ
ア
し
た
農
場
が
認
定
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
で
は
、
２
０
０
２
年
か
ら
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
食
品
ブ
ラ
ン
ド『
顔
が
見
え
る
食
品
。』
を
展
開

し
、
栽
培
状
況
な
ど
の
情
報
開
示
や
生
産
者
の
思
い
を

お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
で
食
に
対
す
る
安
全
・
安
心
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
０
８
年
に
は
生
産
者
と
と
も
に
農
業
生
産
法
人

「
セ
ブ
ン
フ
ァ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
、
店
舗
か
ら
出
る
販

売
期
限
切
れ
の
食
品
な
ど
を
堆
肥
へ
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

日
本
初
の
環
境
循
環
型
農
業
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
中
で
、
２
０

０
９
年
に
セ
ブ
ン
フ
ァ
ー
ム
富
里
で
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
を

取
得
。
２
０
２
０
年
に
は
11
拠
点
で
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
を

取
得
し
ま
し
た
。

　『
顔
が
見
え
る
野
菜
。』
で
も
、
Ｊ
Ａ（
農
業
協
同
組

合
）
や
出
荷
組
合
を
核
と
し
た
団
体
認
証
を
中
心
に

Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
を
推
進
。
２
０
０
９
年
か
ら
は

Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
の
基
準
に
則
し
た
自
己
点
検
を
導
入

し
、
段
階
的
に
項
目
内
容
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
で
、
２
０
２
０
年
に
は
、
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
と
同
基
準

の
内
容
の
自
己
点
検
を
義
務
化
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
は
、
消
費
者
の
食
の
安
全
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
環
境
や
生
産
者
自
身
の
安
全
・
安
心
も
守

る
仕
組
み
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
自
己
流
で
農
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
生
産
者
に
と
っ
て
、
取
得
の
た
め
の
管
理

基
準
は
非
常
に
厳
し
い
こ
と
も
事
実
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
生
産
管
理
や
環
境
整
備
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

堂
で
は
、
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
農
家
が
生
産
し
た
『
顔

が
見
え
る
野
菜
。／
果
物
。』
を
、
よ
り
安
全
・
安
心
な

証
と
し
て 

〝
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ベ
ル
〞
で
差
別
化
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
勉
強
会
を
開
催
し
、
す
で
に
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証

を
取
得
し
た
生
産
者
か
ら
直
接
、
認
証
取
得
の
経
緯
や

メ
リ
ッ
ト
、
実
際
の
取
り
組
み
の
様
子
な
ど
を
ほ
か
の

生
産
者
に
紹
介
。
各
セ
ブ
ン
フ
ァ
ー
ム
で
も
、
こ
れ
か

ら
取
得
を
目
指
す
生
産
者
の
見
学
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
る
な
ど
、
セ
ブ
ン
フ
ァ
ー
ム
近
隣
の
生
産
者
も
含
め

て
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
に
対
す
る
認
知
向
上
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
多
く
の
契
約
農
家
で
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
の

取
得
が
実
現
。
生
産
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
圃
場（
ほ
じ

ょ
う
）
も
倉
庫
も
き
れ
い
に
な
り
、
作
業
効
率
が
上
が

っ
た
」「
在
庫
管
理
を
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
が
削
減
し

た
」「
作
業
中
の
け
が
が
減
っ
た（
労
働
環
境
の
改
善
）」

「
品
質
が
良
く
な
り
、出
荷
先
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
ゼ
ロ

に
な
っ
た
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
人
に
も
農
地
に
も
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
環
境
下
で

作
物
を
育
て
て
い
る
と
い
う
満
足
感
。
大
切
に
育
て
た

作
物
だ
か
ら
こ
そ
、「
認
証
マ
ー
ク
を
つ
け
る
こ
と
で
、

よ
り
胸
を
張
っ
て
店
頭
に
置
け
る
」
と
、
多
く
の
生
産

者
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
は
、
よ
り
信
頼
性
の
高
い
生
産
者
を

選
ぶ
基
準
で
す
が
、
一
般
的
に
は
ま
だ
十
分
に
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
で
は
、
生
産
履
歴
と

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
管
理
で
安
全
・
安
心
を
伝
え
る

『
顔
が
見
え
る
食
品
。』
と
、
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
を
得
た 

〝
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ベ
ル
〞の
価
値
を
接
客
や
販
促
物
を
通
じ

て
お
客
様
に
伝
え
、
認
知
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
G
Ａ
Ｐ
認
証
に
つ
い
て
正
し
く
ご
理
解
い
た
だ
く

こ
と
は
、
お
客
様
に
日
々
の
お
買
物
を
通
し
て
社
会
課

題
を
解
決
す
る
エ
シ
カ
ル
な
消
費
に
興
味
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
一
助
と
な
り
ま
す
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
で
も『
顔
が
見
え
る
野
菜
。』
を
詰
め

合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
が
人
気
。
最
近
で
は
、「
ゴ
ー
ル
ド
ラ

ベ
ル
を
選
ん
で
購
入
す
る
」
と
い
う
お
客
様
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

　
お
い
し
く
て
、
安
全
だ
か
ら
買
い
た
い
。
環
境
に
も

や
さ
し
い
か
ら
選
び
た
い
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ

は
お
客
様
や
生
産
者
と
と
も
に
持
続
可
能
な
未
来
を
見

つ
め
、日
本
の
農
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
朝
晩
の
寒
暖
差
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、
甘
く
て
お

い
し
い
ほ
う
れ
ん
草
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
群
馬

県
利
根
郡
昭
和
地
区
。
こ
の
地
で
『
顔
が
見
え
る
野

菜
。』
を
栽
培
す
る
赤
城
高
原
ポ
パ
イ
組
合
で
は
、

２
０
１
９
年
に
尾
池
純
一
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

9
軒
の
組
合
員
の
う
ち
、7
軒
が
J
G
A
P
の
団
体

認
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　『
顔
が
見
え
る
野
菜
。』
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
項
目
は

ク
リ
ア
で
き
て
い
ま
し
た
が
、J
G
A
P
認
証
で
は

さ
ら
に
環
境
保
全
や
、
労
働
災
害
、
労
務
管
理
な
ど

の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
付
加
さ
れ
ま
し
た
。

　「
二
酸
化
炭
素
の
削
減
も
項
目
に
入
っ
て
い
る
た

め
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
燃
料
使
用
量
を
抑
え
る
た
め
に

伝
票
を
保
管
し
て
記
録
し
、
適
正
な
使
用
量
を
守
れ

て
い
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
家
は

作
業
優
先
で
事
務
が
弱
い
の
で
す
が
、『
な
ぜ
、
そ

う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
』
を
従
業
員
と
共
有

し
、
日
々
の
記
録
や
在
庫
管
理
を
習
慣
化
し
て
い
き

ま
し
た
」
と
尾
池
さ
ん
。

　
思
い
が
け
ず
困
難
だ
っ
た
の
が
、
ほ
か
の
野
菜
を

生
産
し
て
い
る
近
隣
農
家
か
ら
ほ
う
れ
ん
草
に
は
使

用
し
な
い
農
薬
な
ど
が
風
で
飛
ん
で
く
る
と
い
っ
た

リ
ス
ク
。
そ
う
し
た
農
場
ご

と
の
リ
ス
ク
や
見
落
と
し
が

ち
な
項
目
を
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
に
あ
た
っ
て

サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
た
担
当
者
の
方
と
と
も
に
検

討
し
、
組
合
員
の
農
場
を
一
軒
一
軒
ま
わ
っ
て
確
認

や
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　「
数
値
化
、
能
率
化
す
る
こ
と
で
よ
り
て
い
ね
い

に
栽
培
す
る
こ
と
に
な
り
、
産
物
の
品
質
も
良
く
な

り
ま
し
た
。
と
く
に
農
薬
の
在
庫
記
録
を
つ
け
る
こ

と
で
、
ム
ダ
な
作
業
が
減
り
、
よ
り
安
全
・
安
心
な

品
質
を
確
保
で
き
た
こ
と
が
昭
和
地
区
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

食
の
安
全
と
と
も
に

生
産
者
の
安
全
・
安
心
も
守
る

信
頼
性
の
高
さ
を
お
客
様
に
伝
え
、

さ
ら
な
る
購
買
の
き
っ
か
け
に

基
準
を
守
る
こ
と
で
、農
薬
の
使
用
の
削
減
を
実
現

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
高
ま
っ
て
い
ま
す

「大変なこともありますが、JGAP認証を取得して
良かったと感じています。ゴールドラベルを目印に、
ぜひ昭和地区のおいしいほうれん草を食べてみてく
ださい」（尾池さん）

JGAP認証マークがついた『顔が見える野菜。』は、
ゴールドラベルでわかりやすく価値を伝えています。

『 顔が見える食品。』シリーズとして各種展開しています。

ほうれん草農家の尾池純一さん（写真左）とご家族

生産者さんの
声

イトーヨーカドー『顔が見える
食品。』のサイトでは、生産者
のこだわりや産地状況を公開。
定期的に配信しています。

生産者プロフィール

栽培のこだわり

商品特長

おいしい食べ方

レシピ

関連動画

「『顔が見える野菜。』
家食カレーとサラダがで
きるセット」のomni7 
購入ページはこちら
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セブン＆アイグループのサステナビリティ

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
企
業
価
値
向
上
に

お
け
る
源
は
「
人
財
」
に
あ
り
、
さ
ら
な
る
成
長
の
た

め
に
は
「
自
ら
考
え
て
、
自
ら
行
動
す
る
人
財
」
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
創
業
理

念
で
あ
り
社
是
で
あ
る
「
信
頼
と
誠
実
」
を
礎
に
従
業

員
の
育
成
・
教
育
に
取
り
組
む
な
ど
、
つ
ね
に
人
財
に

注
力
し
、
グ
ル
ー
プ
各
社
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

適
し
た
人
財
を
育
成
す
べ
く
、
多
様
な
研
修
機
会
を
設

け
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
お
客
様
や
従
業
員
を
含
め
た
「
人
」
に
注
力

す
る
た
め
、
そ
し
て
社
会
・
経
済
に
対
す
る
価
値
観
の

多
様
化
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
に
対
応
し
、
経
営
戦
略
と
両
輪
で
人
財
政
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
事
業
会
社
の

枠
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
の
能
力
開
発
・
人
財
育
成
を
推

進
す
る
「
人
財
共
育
部
」
を
、
２
０
２
０
年
9
月
に
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
H
L
D
G
S.
人
事
企
画
本
部
内
に
新
設

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
生
産
性
の
向

上
を
目
指
し
、
研
修
な
ど
を
通
じ
て
成
長
す
る
機
会
を

新
た
に
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。
各
社
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員
が
と
も
に
学
ぶ
機
会
を
増
や
し
、

個
社
の
垣
根
を
越
え
た
相
互
成
長
を
目
指
し
ま
す
。

　
多
様
な
業
態
を
展
開
す
る
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
創
業
理
念
で
あ
る「
信

頼
と
誠
実
」
の
精
神
を
、
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
2
0
1
2
年
に
開
設

し
、
グ
ル
ー
プ
各
社
が
教
育
施
設
と
し
て
活
用
し
て
き

た
の
が
「
伊
藤
研
修
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
2
0
2
0
年

9
月
に
は
、
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
応
で
き
る

よ
う
大
規
模
な
改
装
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
研
修
室
」
で
は
、
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
も

ち
ろ
ん
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
対
応
し
た
W
E
B
研
修

用
機
材
や
研
修
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
設
置
。
自
主
学

習
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
も
使
え
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ラ
ウ
ン

ジ
を
新
設
す
る
な
ど
、
従
業
員
が
広
く
能
動
的
に
学
べ

る
環
境
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　「
技
能
室
」
に
は
、
鮮
魚
や
精
肉
・
青
果
を
は
じ
め
、

惣
菜
や
寿
司
な
ど
の
調
理
・
加
工
技
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
行
え
る
施
設
を
完
備
。
お
客
様
に
ご
満
足
い
た
だ

け
る
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
商
品
と
売
場
づ
く
り
の

ス
キ
ル
を
磨
き
続
け
ま
す
。

　「
伊
藤
研
修
セ
ン
タ
ー
」
の
主
要
な
施
設
で
あ
る
「
史

料
室
」
は
さ
ら
に
内
容
を
拡
充
。
わ
ず
か
2
坪
の
洋
品

店
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
を
祖
業
と
す
る
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
が
、
世
界
有
数
の
流
通
グ
ル
ー

プ
と
な
っ
た
あ
ゆ
み
な
ど
を
展
示
。
創
業
期
か
ら
変
わ

る
こ
と
の
な
い
「
商
い
の
こ
こ
ろ
」
を
、
肌
で
感
じ
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
各
社
の
新
入
社
員
が
必
ず
こ
こ
で
学
び
、

そ
の
後
も
訪
れ
る
た
び
に
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
、
こ
の
「
伊
藤
研
修
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

小
中
学
生
の
体
験
学
習
や
、
大
学
、
海
外
企
業
の
見
学

も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、「
伊
藤
研
修
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
と
し
て
、

「
人
財
共
育
部
」
が
開
発
し
た
グ
ル
ー
プ
横
断
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
す
べ
て
の
従
業
員
が
自
律
的
に

学
ぶ
機
会
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
セ
ブ
ン

＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
で
、
経

営
戦
略
と
連
動
し
た
人
財
政
策
を
推
進
し
、
次
世
代
を

担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
し
て
い
き
ま
す
。

急速に変化する社会環境に対応し、持続可能な企業として成長し続けるためには、多様な人財を育成し、活躍
できる場を提供していくことが必要不可欠です。セブン＆アイグループは、グループの教育施設である「伊藤研
修センター」を核として、次世代のリーダー育成を推進します。

多様な人財とともに成長する企業へ

グ
ル
ー
プ
横
断
の
研
修
実
施

課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

創
業
理
念
を
学
び
、
理
解
し

グ
ル
ー
プ
の
未
来
を
つ
く
る

▶ 本取り組みに関するSDGsの目標

伊藤研修センター
所在地：神奈川県横浜市港北区新横浜2-19-1

「伊藤研修センター」の要である史料室。創業当時のヨーカ堂店頭を再現し、時代を経ても
揺らぐことのない「商いのこころ」を学ぶことができる象徴的な展示ゾーン。

カフェのような「ライブラリーラウンジ」は、自主学習はもちろん従業員同士の 
コミュニケーションスペースとして利用可能です。

生鮮食品の技能室では、スキルを磨くだけではなく、成果を競う
コンテストも開催し、従業員のモチベーションを高めます。

HPはこちら
https://www.7andi.com/
company/trainingcenter.html

セブン&アイ・ホールディングス　人財育成の取り組み
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セブン＆アイグループのサステナビリティ

子供地球基金 代表　鳥居晴美さん
社会起業家。自身の息子を入れたいと思える幼稚園がなかったことを機に、
表現教育に特化したインターナショナルな幼稚園を開校。1988年、同校ボ
ランティア活動から発展した「子供地球基金」を設立。フェアトレードアパ
レルブランドを経営し、カンボジア女性の雇用機会創出にも貢献している。
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私
た
ち
子
供
地
球
基
金
は
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て
心
の

ケ
ア
を
し
な
が
ら
想
像
力
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ど
ん
な
に
苦
し
い
時
で
も
表
現

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
反
応
は
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
。
た
と
え
ば
ア
フ

リ
カ
の
貧
困
地
域
で
は
、
ク
レ
ヨ
ン
を
子
ど
も
た
ち
が

ぱ
く
ぱ
く
食
べ
て
し
ま
う
な
ど
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
見
た

こ
と
が
な
い
、
絵
を
描
い
た
こ
と
が
な
い
、
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
が
地
球
上
に
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
も
、

絵
は
土
の
上
に
指
一
本
で
描
く
こ
と
が
で
き
る
最
も
素

朴
で
純
粋
な
表
現
方
法
。
ど
ん
な
に
過
酷
な
環
境
で
も
、

小
さ
な
子
ど
も
で
も
、
言
葉
に
な
ら
な
い
自
分
の
気
持

ち
を
自
由
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
先
進
国
で
も
、
子
ど
も
の
自
殺
や
鬱う

つ

が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
対
し
て
、
大

人
の
よ
う
に
う
ま
く
対
処
す
る
術
を
持
ち
ま
せ
ん
。
で
も

思
い
の
ま
ま
に
絵
を
描
き
、
自
ら
受
け
止
め
る
こ
と
で
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
純
粋
な
子
ど
も
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
つ
く
り
出
す
こ
と
の

で
き
る
ア
ー
ト
は
各
国
で
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
カ

レ
ン
ダ
ー
や
カ
ー
ド
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
に
使
わ

れ
る
こ
と
で
基
金
と
な
っ
て
、「K

ids H
elping K

ids

」 

活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、

社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
道

端
の
ご
み
を
拾
っ
た
り
、
使
っ
て
い
な
い
電
気
を
ど
ん
ど

ん
消
し
て
い
っ
た
り
、
絵
を
描
く
こ
と
も
そ
の
一
つ
。 

自
分
が
ほ
か
の
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
と
気
づ
い
た
時
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
こ
に
自
分
が
生

ま
れ
て
き
た
存
在
意
義
や
生
き
て
い
る
価
値
を
見
出
し
ま

す
。
傷
つ
い
て
お
び
え
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
募
金

活
動
を
し
て
寄
付
金
を
送
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、
貧
困
地

域
の
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
が
さ
ら
に
貧
し
い
子
ど
も

た
ち
に
食
料
を
分
け
て
歩
い
た
り
と
、
想
い
が
す
ぐ
に
行

動
に
出
る
の
で
す
。

　
他
者
の
た
め
に
尽
く
せ
る
幸
せ
に
気
づ
き
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
自
覚
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の

自
信
に
つ
な
が
り
、
明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
糧
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
球
の
未
来
そ
の
も
の

で
す
か
ら
。

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、私
の
10
年
来
の
夢
で
し
た
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ

の
お
店
は
、
私
た
ち
消
費
者
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
す
。

私
自
身
、毎
日
必
ず
自
宅
の
近
く
の
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
を

利
用
し
、
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
牛
乳
を
毎

日
い
た
だ
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
お
い
し
く
て
手
頃
な
価

格
。
そ
れ
っ
て
大
事
な
こ
と
で
す
。
信
頼
で
き
る
メ
ー
カ
ー

と
共
同
開
発
さ
れ
た
P
B
商
品
な
の
で
安
心
感
も
あ
り
、私

に
と
っ
て
は
日
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
な
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
に
花
を
咲
か
せ
る
に
は
、
継
続

的
に
子
ど
も
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
人
々
の
暮
ら
し
に
深
く
関
わ
る
企
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
組
み
、
地
道
に
長
く
続
け
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
行
く
お
店
に
「
も
っ
と

環
境
の
こ
と
を
考
え
よ
う
」「
私
た
ち
の
地
球
を
大
切
に

し
よ
う
」「
も
っ
と
仲
良
く
し
よ
う
」
と
い
う
子
ど
も
た

ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
描
か
れ
た
商
品
が
あ
る
の
は
、
と
て

も
大
き
な
こ
と
。「
な
ん
だ
ろ
う
、
こ
れ
」「
な
ぜ
？
」
と

子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
持
ち
、
家
族
に
会
話
が
生
ま
れ

る
。
そ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
地
球
の
裏
側
で
起
き

て
い
る
戦
争
も
自
分
と
関
わ
り
が
あ
る
の
だ
と
意
識
す
る

よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
た

ら
、
未
来
は
確
実
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
方
々
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

や
社
会
貢
献
の
意
識
が
高
く
、
エ
シ
カ
ル
な
商
品
開
発
だ

け
で
な
く
、
店
舗
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
覧
会
の
開

アートを通じて世界中の子どもたちを支援する特定非営利活動法人子供地球基金と協力し、子どもたちの 
イラストをデザインしたエコバッグや日用品がセブン&アイグループ共通のプライベートブランド（以下、
PB）商品「セブンプレミアム」より発売されました。売上の一部は子供地球基金に寄付され、世界中の 
子どもたちを救う活動に使われます。

「Kids Helping Kids（子どもたちが子どもたちを救う）」活動を提唱する子供地球基金代表の鳥居晴美さん
に、セブン＆アイグループとのコラボレーションの意義をうかがいました。

自
分
が
ほ
か
の
子
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

そ
の
気
づ
き
が
未
来
の
糧
と
な
る

日
常
的
な
商
品
を
買
う
こ
と
で

手
軽
に
社
会
貢
献
で
き
る
喜
び

催
ま
で
ご
提
案
く
だ
さ
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
1
0
0
社

以
上
の
企
業
様
が
私
た
ち
の
活
動
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
商
品
開
発
だ
け
で
な
く
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
ん
で
一
緒
に
活
動
し
よ
う
と
い
う
ア
ク
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ
た
企
業
は
数
え
る
ほ
ど
で
す
。

　
ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
用
さ
れ
る
絵
を
見
た
瞬
間

も
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
場
合
、
そ
れ
だ
け
で
ア
ー
ト
と
し
て
成
立
し
て
い
る

よ
う
な
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
す
ぐ
れ
た
絵
が
選
ば
れ
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
で
は
ひ

と
目
で
子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
る
親
し
み
や

す
い
絵
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ

の
従
業
員
の
投
票
で
決
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
を
多
く
の
お
客
様
に
伝
え
る
と

い
う
社
会
的
役
割
を
意
識
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

子供地球基金とは
1988年創立以来、病気・戦争・災害などで心に傷
を負った子どもたちに画材や医療品など必要な物資
を届ける活動を続けているNPO法人。世界47カ国
で絵を描くワークショップを3,000回以上行ってい
るほか、子どもたちの精神的なよりどころとなる施
設「キッズ・アース・ホーム」を世界12カ所に設置。
その活動は世界的に高く評価されています。

子供地球基金 × セブン＆アイ・ホールディングス

子どもたちのイラストで未来を幸せに

子供地球基金HP
https://www.kidsearthfund.jp/

▶ 本取り組みに関するSDGsの目標

“想い”を伝え、支援につながる商品づくり
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商
品
選
び
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は
毎

日
勉
強
す
る
時
に
え
ん
ぴ
つ
も
下
敷
き
も
必
要
で
す
し
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
必
ず
持
ち
歩
く
も

の
で
す
ね
。
子
ど
も
に
も
手
が
届
く
手
頃
な
価
格
帯
で
あ

る
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
日
常
的
な
お
買
物

が
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
の
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
子
供
地
球
基
金
×
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
の
商
品
発
売

後
、
Ｓ
N
Ｓ
に
は
さ
っ
そ
く
「
買
っ
た
」「
友
達
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
」と
い
う
投
稿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
高

齢
の
男
性
は
エ
コ
バ
ッ
グ
を
大
量
に
お
買
上
げ
く
だ
さ

り
、
会
う
人
す
べ
て
に
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
・

ア
ー
ス
・
ホ
ー
ム
に
通
っ
て
い
た
女
の
子
も
一
生
懸
命
お

店
を
ま
わ
っ
て
買
い
求
め
、お
友
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。子
供
地
球
基
金
の
活
動
に
よ
っ
て
癒
や
さ
れ
た

の
で
、今
度
は
自
分
が
ほ
か
の
誰
か
を
救
い
た
い
と
考
え

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
た
だ
の

モ
ノ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
々
の
〝
想
い
〞
に
応
え
る
商

品
が
身
近
な
お
店
に
あ
る
こ
と
で
、子
ど
も
か
ら
ご
高
齢

の
方
ま
で
未
来
に
つ
な
が
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。世
界
有
数
の
小
売
企
業
で
あ
る
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
グ
ル
ー
プ
様
が
実
現
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、非
常

に
大
き
な
こ
と
な
の
で
す
。

　
今
の
消
費
者
は
、企
業
の
倫
理
観
や
社
会
貢
献
に
対
す

る
姿
勢
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
い
ま
す
。消
費
を
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
誰
か
の
役
に
立
て
る
商
品
を
選
び
た
い
。
そ

し
て
企
業
の
活
動
に
共
感
す
る
と
、そ
こ
に
自
分
の
想
い

を
の
せ
て
Ｓ
N
Ｓ
で
拡
散
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
見

て
興
味
を
持
っ
た
方
た
ち
が
、身
近
な
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ

ル
ー
プ
の
お
店
で
商
品
を
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
も

楽
し
み
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、世
の
中
に
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
持

つ
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
と
一
緒
に
、社
会
の
た
め

に
役
立
つ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
し
、も
っ
と
地
球
規
模
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
活
動
で
き
る
場
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
に
共
感
し
、

購
買
を
決
め
る
現
代
の
消
費
者
心
理

コラボレーションの意義をわかりやすく
紹介する動画を作成し、公式サイトや絵
画展会場で発信。「通りかかったお客様が

『なんだろう？』と次々立ち止まって動画
を見ていく姿に感動しま
した。商品をつくるだけ
ではなく、その先まで伝
えていく企業姿勢が素晴
らしいと感じました」

（鳥居代表）

そごう横浜店では、子供地球基金によるお絵描きワークショップを開催。多く
のご家族にご参加いただき、好評を博しました。「買物中に子どもが真っ先に展
示を見つけて興味を持ち、自分も描いてみたい！ と喜んで参加しました。地球
の未来を考える良いきっかけになりました」（お客様）

子供地球基金の活動に共感し、イトーヨーカドー横浜別所店、そごう横浜店、
グランツリー武蔵小杉で子どもたちの絵画約20点を展示する巡回絵画展を開催
しました。

「コロナ禍でもあり、子どもたちは閉
へいそく

塞感を感じています。身近な商業施設で社会
とつながる活動を知っていただくことができ、うれしく思っています」（鳥居代表）

子供地球基金のワークショップ&巡回絵画展を
セブン＆アイグループ各店舗で開催しました

取り組み紹介
動画はこちら

グループ各社の注目ニュースをお届けします

NEWS TOPICS&
2021年

2月-6月

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ.
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
た
め
、
昨
年
6
月
か
ら
事
業
を
開

始
し
た
共
同
出
資
会
社 

（
株
）ア
ー
ル
プ
ラ
ス
ジ
ャ
パ
ン
に
資
本
参
加
し
、

使
用
ず
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源
化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。 

●
共
同
出
資
事
業
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
株
）ア
ー
ル
プ
ラ
ス
ジ
ャ
パ
ン
は
、
米
国
の
バ
イ
オ
化
学
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
で
あ
る
ア
ネ
ロ
テ
ッ
ク
社
と
と
も
に
、環
境
負
荷
の
少
な
い
効
率
的

な
使
用
ず
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源
化
技
術
開
発
を
進
め
、業
界
を
超

え
た
連
携
に
よ
り
2
0
2
7
年
の
実
用

化
を
目
指
し
ま
す
。 

● 

使
用
ず
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源
化
技

術
に
つ
い
て

　
国
内
で
は
多
く
が
燃
焼

※１

さ
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
、
直
接
原
料
に
戻
す
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
※2

の
技
術
に
よ
っ
て
再
資
源
化

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
技
術
が
確
立
で
き
れ

ば
、
よ
り
多
く
の
使
用
ず
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
効
率
的
に
再
生
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
１ 

焼
却
時
に
発
生
す
る
熱
を
回
収
し
、発
電
や
熱
供
給
に  

活
用
す
る
サ
ー
マ
ル
リ
カ
バ
リ
ー
（
熱
利
用
）
を
含
む

※
２ 

使
用
ず
み
の
資
源
を
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、化
学
反

応
に
よ
り
組
成
変
換
し
た
後
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ.
と
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
は
、セ
ブ
ン
&
ア

イ
グ
ル
ー
プ
の
店
舗
運
営
に
お
け
る
使
用
電
力
の
1
0
0
%
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
の
実
現
を
目
指
し
、
国
内
初
※1
の
オ
フ
サ
イ
ト
P
P
A
（
図
参
照
）
に

よ
る
電
力
調
達
お
よ
び
N
T
T
グ
ル
ー
プ
が
所
有
す
る
グ
リ
ー
ン
発
電
所
か
ら

の
電
力
を
、
2
0
2
1
年
4
月
よ
り
順
次
、
一
部
店
舗
に
導
入
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
40
店
舗
お
よ
び
ア
リ
オ

亀
有
の
店
舗
運
営
に
1
0
0
%
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
ま
す
。

事
業
者
が
電
力
消
費
者
で
あ
る
企
業・

自
治
体
な
ど
専
用
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
所
を
遠
隔
地
に
設
置
し
、

送
配
電
網
を
介
し
て
そ
の
電
力
を
長

期
間
供
給
す
る
オ
フ
サ
イ
ト
P
P
A

は
、
国
内
初
の
取
り
組
み
で
す
。
ま

た
、
オ
フ
サ
イ
ト
P
P
A
だ
け
で
は

不
足
す
る
部
分
を
、
N
T
T
グ
ル
ー

プ
が
所
有
す
る
グ
リ
ー
ン
電
力
発
電

所
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
店
舗
運
営

に
使
用
す
る
電
力
を
1
0
0
%
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
し
ま
す
。

※
1  

株
式
会
社
資
源
総
合
シ
ス
テ
ム
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
た
N
T
T 

A
E
調
べ

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

3月31日

2月15日

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源
化
に
取
り
組
む

新
会
社
『
株
式
会
社
ア
ー
ル
プ
ラ
ス

ジ
ャ
パ
ン
』
へ
資
本
参
加

国
内
初
オ
フ
サ
イ
ト
P
P
A

セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
と
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の

協
創
で
取
り
組
む
Ｒ
Ｅ
１
０
０
店
舗
の
実
現

企業情報

CLOSE UP  1

社会・環境活動

CLOSE UP  2

使用ずみ
プラスチック

油化
（熱分解） 原料化

（熱分解・触媒反応）
再資源化

新技術

従来
技術 1

1 2 3

2 3 4

従来の油化工程を経由するケミカルリサイクルよりも少ない3工程
で処理でき、CO2排出量やエネルギー必要量の抑制につながります。

日本国内において多くの事例が存在する「オンサイトPPA」は、屋根や遊休地に発電設備を設置し需要家設備
と隣接する形で電力を利用するモデルであるのに対し、今回の「オフサイトPPA」は遠隔地の発電設備から送
配電網を介して電力供給を行っています。
※2 RE100とは、企業が自らの事業の使用電力を100％再エネで賄うことを目指す国際的なイニシアチブです

太陽光発電所からの電力
（オフサイトPPA）

太陽光発電所からの電力
（オフサイトPPA）

トラッキング付
非化石証書を
付与した電力

RE100※2 CO2排出量ゼロ

RE100※2 CO2排出量ゼロ



健康維持・未病、
健康増進に向けた
取り組み

・ 健康保険組合との共同による、定期的なウオーキング 
イベントの開催

・ 外部専門家を講師としたオンライン健康セミナーの定期
的な開催

感染症予防対策に
向けた取り組み

・ 在宅勤務やスライドワーク（時差出勤）などの活用に 
よる、感染リスクの低減

・勤務や通勤時に必要なマスクの従業員への配布

心身ともに健康で、
働きやすい職場
づくりの取り組み

・ メンタルヘルス研修（ラインケア・セルフケア）実施に
よるメンタル疾患の未然防止

・ 社内チャットを導入し、勤務場所（在宅／本社／その他
拠点）などにかかわらず、コミュニケーションを図れる 
システムの整備

喫煙率低下に
向けた取り組み

・就業時間内の全面禁煙実施
・ 禁煙成功者への健康保険組合による補助金支給制度導入

社会に対する
健康応援の取り組み
～SDGsへの貢献～

・ 塩分・糖質などお客様の気になる点を考慮した商品の開
発・品揃え

・ 健康に配慮するとともに、より味や品質の高い商品へと進化
・ 炭水化物をお客様の関心の高い食物繊維と糖質に分けて

表示
・ 店舗における「健康」をテーマにしたメニューの提案、 

レシピの開発、栄養価計算

3031

　
ヨ
ー
ク
は
設
立
以
降
、
設
立
前
の
会
社
に
準
じ
た
制

服
を
着
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
あ
る
ハ
ト
の
企
業
ロ
ゴ
に
着
想
を
得
た
デ
ザ

イ
ン
の
新
制
服
を
導
入
。
従
業
員
の
声
を
も
と
に
、
店

舗
で
の
作
業
内
容
を
鑑
み
た
「
機
能
性
」「
安
全
性
」
に

配
慮
し
た
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
回
収
し
た
制
服
を
再

生
原
料
に
加
工
し
て
二
次
製
品
化

す
る
環
境
に
も
配
慮
し
た
取
り
組

み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
、
ヨ
ー
ク
の

3
社
は
、
レ
ジ
袋
代
金
と
し
て
お
客
様
か
ら
い
た
だ
い

た
収
益
金
計
3
2
0
8
万
3
1
9
7
円
※
を
、
環
境
保

全
な
ど
に
広
く
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
地
域
の

自
治
体
や
団
体
の
約
20
カ
所
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
お
客
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の
削
減
を
は
じ
め
と
す
る
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
や
C
O
2
排
出
量
の
削
減
な
ど
環
境
負
荷
低

減
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

収
益
金
は
、販
売
額
か
ら
原
料
費
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
。対
象
期
間

2
0
2
0
年
7
月
1
日
（
ヨ
ー
ク
は
4
月
11
日
）
～
12
月
31
日

　
デ
ニ
ー
ズ
は
、
錦
糸
町
駅
前
店
、
浅
草
雷
門
店
、
八

王
子
旭
町
店
、
築
地
店
の
4
店
で
、
客
席
の
一
区
画
を

テ
レ
ワ
ー
ク
専
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社
が
提

供
す
る
「
テ
レ
ス
ぺ
」
を
活
用
し
、

食
事
や
喫
茶
需
要
と
テ
レ
ワ
ー
ク

需
要
の
両
方
を
実
現
で
き
ま
す
。

現
在
は
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

の
予
約
も
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
セ
ブ
ン
・
カ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
は
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
店
舗
が
入
居
し
て

い
る
全
国
1
0
0
カ
所
の
病
院
等
医
療
施
設
で
働
く
皆

様
に
、
1
0
0
0
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
た

n
a
n
a
c
o
カ
ー
ド
約
６
万
５
0
0
0
枚
を
寄
贈
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
の
最
前
線
で
活
動
さ
れ
る
医
療
従
事
者
の
皆
様
に
、

使
い
や
す
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
支
援
を
提
供
し
た
い

と
の
思
い
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
ご
う
横
浜
店
は
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
男
性
の
新

し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
、
紳
士
フ
ロ
ア
を
刷
新
し
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
の
増
加
に
よ
っ
て
重
要

度
が
増
し
た
顔
ま
わ
り
の
身
だ
し
な
み
を
提
案
す
る
売

場
を
新
た
に
設
置
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
で
加
速
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

タ
イ
ル
に
対
応
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
や
ア
イ
テ
ム
の
提
案
、
さ
ら
に

人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
、
ゴ
ル
フ
売
場

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
初

デ
ニ
ー
ズ
で
テ
レ
ワ
ー
ク

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

企業情報

2月8日

医
療
施
設
で
働
く
方
々
に
ポ
イ
ン
ト

付
与
し
た「
n
a
n
a
c
o
」を
寄
贈

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

セ
ブ
ン
・
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

社会・環境活動

2月24日

変
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

「M
en's Life Style zone

」誕
生

そ
ご
う
・
西
武

店舗情報

2月26日

店
舗
従
業
員
の
制
服
を
一
新

旧
制
服
を
再
資
源
化

ヨ
ー
ク

企業情報

2月24日

有
料
レ
ジ
袋
収
益
金
を

自
治
体
や
団
体
に
寄
付

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
・
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
・
ヨ
ー
ク

社会・環境活動

2月26日

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

店
舗
に
A
T
M
設
置
を
開
始

セ
ブ
ン
銀
行

企業情報

2月26日

　
セ
ブ
ン
銀
行
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
子
会
社 P

ito A
xM

 

P
latform

,Inc.

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
店
舗
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
、運
営
を
開
始
し
ま
し

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
経
済
成
長
に
と
も
な
い
金
融

取
引
が
増
加
し
、
国
策
に
よ
る
銀
行
口
座
の
保
有
率
も

上
昇
す
る
中
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
ニ
ー
ズ
も
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
は
初
の
紙
幣
還
流
型
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
順
次
提
携
銀
行

を
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

『
健
康
経
営
優
良
法
人 

2
0
2
1

〜
ホ
ワ
イ
ト
5
0
0
〜
』に
認
定

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

企業情報

3月4日

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
H
L
D
G
S.
は
、『
健
康
経
営
優
良

法
人
2
0
2
1
〜
ホ
ワ
イ
ト
5
0
0
〜
』
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
経
済
産
業
省
が
、
と
く
に
優
良
な

健
康
経
営
を
実
践
し
て
い
る
企
業
を
認
定
す
る
制
度
で
、

左
記
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
認
定
※
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
H
L
D
G
S.
と
傘
下
の
事
業
会
社
で
あ
る
セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン・
ジ
ャ
パ
ン
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
、
ヨ
ー

ク
、
そ
ご
う
・
西
武
、
赤
ち
ゃ
ん
本
舗
、
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
ズ
、
セ
ブ
ン
銀
行
も
同
時
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す

　
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
国
土
交
通
大

臣
認
可
法
人
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技

術
研
究
組
合
が
発
行
す
る
『
J
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
』に
参
画
し
ま
し
た
。2
0
1
1

年
度
か
ら
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
を
通
じ
て
、

水
質
浄
化
や
C
O
2
削
減
に
役
立
つ
ア
マ
モ
を
増
や
し
、

東
京
湾
を
豊
か
な
海
に
再
生
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
回
の
『
J
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
』
購
入
を

通
じ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
者
で
あ
る
横
浜
港
に
お
け
る

藻
場
づ
く
り
活
動
の
取
り
組
み
の
活
性
化
・
持
続
可
能

性
の
向
上
に
つ
な
げ
、C
O
2
排
出
量
の
削
減
に
寄
与
し

て
い
き
ま
す
。

『
J
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト・

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
』に
参
画

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

社会・環境活動

3月18日

安
全
と
安
心
の
再
確
認

『
東
北
か
け
は
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

企業情報

3月8日

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、被
災
し
た

東
北
企
業
や
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
連
携
し
、『
東
北
か
け

は
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
も
被
災
さ
れ
た
地
域
の
復
興
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
東
北
な
ら
で
は
の
食
品
や
銘
菓
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
で
あ
る
今
年
だ
か

ら
こ
そ
、
改
め
て
お
客
様
に
防
災
や
備
蓄
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
長
期
保
存
可
能
な
商
品
の
提
案
を

実
施
。
今
後
も
東
北
地
方
の
復
興
・
創
生
の
か
け
は
し
を

築
い
て
い
き
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
は
、環

境
省
、
一
般
社
団
法
人
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
と

「
環
境
保
全
及
び
協
働
取
組
に
関
す
る
協
力
協
定
書
」を
締

結
。
日
本
全
国
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
お
よ
び
環
境
の

保
全
に
関
す
る
協
働
の
取
り
組
み
の
推
進
を
図
り
、
環
境

問
題
の
解
決
や
S
D
G
s
達
成
に
向
け
て
活
動
の
加
速
化

や
情
報
発
信
を
共
同
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
環
境
省
が
環

境
活
動
を
支
援
す
る
助
成
団
体
と
協
定
を
締
結
す
る
の
は

初
と
な
り
ま
す
。

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
、

環
境
省
と
協
定
締
結

一
般
財
団
法
人
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団

社会・環境活動

3月12日

セブン＆アイグループの健康経営に関する取り組み

　
今
年
度
は
、セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.
の
グ
ル
ー

プ
19
社
に
7
4
8
名
（
昨
年
度
は
9
9
9
名
）
が
入
社
。

今
年
の
入
社
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
グ
ル
ー
プ
合
同
で
は
開
催
せ
ず
、

事
業
会
社
ご
と
に
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
行
い
ま
し
た
。

各
社
で
は
店
舗
な
ど
で
実
務
を
通
じ
た
研
修
を
行
い
、

次
世
代
を
担
う
人
財
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

オ
ン
ラ
イ
ン
入
社
式
開
催

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

企業情報

3月29日



ライトダウン
イベント

動画はこちら

あたり

ダイバーシティ＆
インクルージョン活動を
紹介している『セブン&アイ
経営レポート』はこちら
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セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
各
社
が

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
で
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン

京
王
ス
ト
ア
と

業
務
提
携
契
約
を
締
結

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

セ
ブ
ン-
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

社会・環境活動

企業情報

社会・環境活動

3月27日

4月20日

5月13日

　

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.
は
、〝
お
客
様
と

一
緒
に
持
続
可
能
な
未
来
を
考
え
る
〞
ア
ク
シ
ョ
ン
を

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、

そ
ご
う
・
西
武
な
ど
グ
ル
ー
プ
各
社
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
3
月
27
日
に
は
約
6
0
0
店
舗
、7
月
7
日
の「
ク
ー

ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
」に
は
約
5
0
0
店
舗
で
、
同
じ
日
・

同
じ
時
刻
に
電
気
を
消
す
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」
を
実
施
。

こ
れ
は
自
然
保
護
団
体
W
W
F
（
世
界
自
然
保
護
基
金
）

が
地
球
温
暖
化
防
止
と
環
境
保
全
の
意
志
を
示
す
た
め

に
2
0
0
7
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
E
A
R
T
H 

H
O
U
R
」
と
い
う
取
り
組
み
で
、
2
0
2
0
年
に
は

1
9
0
の
国
と
地
域
が
参
加
し
た
世
界
最
大
級
の
環
境

ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
も
こ
の

活
動
に
賛
同
。
そ
の
他
、
自
宅
で
で
き
る「
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
」の
動
画
や
食
品
ロ
ス
削
減
レ
シ
ピ
を
配
信
す
る

な
ど
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
企
画
を
提
案
し
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
豊
か
で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

そごう横浜店 

　
そ
ご
う
・
西
武
は
、セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ク
リ
エ
イ
ト
リ

ン
ク
が
運
営
す
る
グ
ラ
ン
ツ
リ
ー
武
蔵
小
杉
に
、デ
パ
地

下
食
品
を
中
心
と
し
た
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
イ
エ
ナ
カ
ご
ち
そ
う
需
要
な
ど
で

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
上
質
な
百
貨
店
な
ら
で
は
の

食
品
・
ギ
フ
ト
ア
イ
テ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
で
、お
客
様

の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

　
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
株
式
会
社
京
王

ス
ト
ア
と
、
京
王
ス
ト
ア
運
営
の
駅
売
店
・
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
化
に
関
す
る
業
務

提
携
契
約
を
締
結
。
1
号
店
は
夏
か
ら
秋
頃
の
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
、
2
年
間
で
約
40
店
舗
を
セ
ブ
ン-
イ
レ

ブ
ン
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
に
転
換
。
地
域
と
お
客
様

の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、
地
方
自
治

体
と
環
境
に
関
す
る
初
め
て
の
協
定
と
な
る
『
森
林
及
び

環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
連
携
協
定
書
』
を
山
梨
県
と
締

結
。
森
林
の
保
全
お
よ
び
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目

指
し
、
山
梨
県
内
６
店
舗
の
デ
ニ
ー
ズ
で
環
境
に
関
す
る

情
報
発
信
と
普
及
啓
発
を
展
開
。

　
県
産
材
や
県
産
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
森
林
管
理
協
議
会
）
材
の
什

器
、
割
り
箸
、
内
装
材
の
使
用
・
販
売
や
、
山
梨
夏
っ
子

き
の
こ
（
ク
ロ
ア
ワ
ビ
ダ
ケ
）
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
間
伐
体
験
な
ど
を
通
じ
た
「
デ
ニ
ー
ズ
の
森
」
づ
く

り
を
進
め
、
地
域
と
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、
環
境
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
西
武
渋
谷
店
は
、
百
貨
店
で
は
初
と
な
る
メ
デ
ィ
ア

型
O
M
O
ス
ト
ア
※
を
展
開
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世

代
の
支
持
を
集
め
る
D
2
C
ブ
ラ
ン
ド
と
の
協
業
を

通
じ
、
新
し
い
小
売
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
E
C
サ
イ
ト

を
オ
ー
プ
ン
。
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
購
入
し

た
商
品
の
店
頭
受
け

取
り
な
ど
新
サ
ー
ビ

ス
も
提
案
し
て
い
き

ま
す
。

※ 
店
頭
と
E
C
で
顧
客
・

商
品・在
庫
情
報
が
統
一

さ
れ
た
ス
ト
ア
形
態

グ
ラ
ン
ツ
リ
ー
武
蔵
小
杉
に

西
武
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン

メ
デ
ィ
ア
型
O
M
O
ス
ト
ア
を
出
店

そ
ご
う
・
西
武

そ
ご
う
・
西
武

企業情報

企業情報

4月28日

4月6日OMO ストア「チューズベース シブヤ
（CHOOSEBASE SHIBUYA）」は2021年
9月オープン予定（画像はイメージです）。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

社会・環境活動

新サービス

企業情報

5月18日

5月25日

5月26日

　
デ
ニ
ー
ズ
は
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ス
ト
と
と
も
に
、
環
境
省
が

推
進
す
る
食
品
ロ
ス
削
減
活
動
「
自
己
責
任
に
よ
る
食
べ

残
し
持
ち
帰
り
＝
『
m
o
t
t
E
C
O
（
も
っ
て
こ
）』」

の
導
入
モ
デ
ル
事
業
へ
の
採
択
を
機
に
、
ご
希
望
の
お
客

様
に
、
食
べ
残
し
た
食
事
を
持
ち
帰
る
専
用
容
器
を
お
渡

し
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
食
べ
残
し
た
も
の

は
自
分
の
責
任
で
持
っ
て
帰
る
文
化
の
普
及
と
啓
発
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
企
業
の
垣
根
を

越
え
て
両
社
同
様
の
1
0
0
％
植
物
由
来
の
新
素
材
容
器

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
削
減
と
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
両
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
は
、全
国
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

店
舗
に
設
置
す
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、
G
o
o
g
l
e

が
提
供
す
る
ア
プ
リ『
G
o
o
g
l
e 

フ
ォ
ト 

ア
プ
リ
』

に
保
存
さ
れ
た
写
真
を
印
刷
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開

始
し
ま
し
た
。
富
士
フ
イ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
株
式
会
社
の
『
ネ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
』
を
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
で
、
ア
プ
リ
か
ら
最
大
10
枚
ま
で
の
写
真
画
像
を
一

度
に
登
録
・
印
刷
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
会
社
や
ご
家
庭
の
プ
リ
ン
タ
ー
代
わ
り
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
の
需
要
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ.
は
、
よ
り
多
く
の
女
性

が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
意
思
決
定
へ
参
画
す
る
こ
と
を
目

的
に
『
30
％ 

C
l
u
b 

J
a
p
a
n
』
へ
加
入
、

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ.
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
そ
ご
う
・
西
武
、
ヨ
ー

ク
ベ
ニ
マ
ル
、ヨ
ー
ク
の
執
行
役
員
に
占
め
る
女
性
の
割

合
を
2
0
2
6
年
2
月
期
ま
で
に
30
％
に
す
る
目
標
を

新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
活
動
の
中
で
、
と
く
に
女
性
の
活

躍
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み
を
強
化
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
働
き
が
い
を
実
感
し
な
が
ら
イ
キ

イ
キ
と
活
躍
で
き
る
企
業
風
土
を
グ
ル
ー
プ
全
体
で
醸
成

し
て
い
き
ま
す
。

　
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
1
道
2
府
35
県
で

計
1
0
7
台
（
4
月
末
時
点
）
を
展
開
し
て
い
る
移
動
販

売
車
『
セ
ブ
ン
あ
ん
し
ん
お
届
け
便
』
が
、
運
用
開
始
か

ら
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
5
月
に
茨
城
県

で
開
始
し
て
以
来
、
12
年
に
は
北
海
道
で
初
と
な
る
四
輪

駆
動
の
移
動
販
売
車
を
採
用
す
る
な
ど
、全

国
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
店
舗
に
導
入
を

拡
大
。
地
域
の
お
客
様
に
と
っ
て
よ
り「
近

く
て
便
利
」
な
お
店
を
目
指
し
ま
す
。

　
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
主
力
商
品「
手

巻
お
に
ぎ
り
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
従
来
よ
り
採
用
し
て
い
る
「
ラ
イ
ス
イ

ン
キ
」
や
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
フ
ィ
ル
ム
」
の
仕
様
に
加
え
、

薄
肉
化
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
採
用
し
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量
を
従
来
比
約
2
割

削
減
す
る
こ
と
で
よ
り
環
境
へ
配
慮
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
ま
し
た
。

「女性エンカレッジメントセミナー」
今年4～9月の間、グループ19社・約60
名の管理職候補の女性社員を対象とし、

「女性エンカレッジメントセミナー」を開
催。経営層からの講話やグループディス
カッションを通し、参加者の今後の自律
的な学びと挑戦を後押ししています。第
1回セミナーでは、井阪社長より部課長
職時代の挑戦にまつわるエピソードや女
性社員への応援メッセージが話され、講
話を受けた参加者による活発な意見交
換が行われました。

山
梨
県
と
包
括
協
定
を
締
結
し

環
境
課
題
解
決
へ

デ
ニ
ー
ズ
と
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ス
ト

食
品
ロ
ス
削
減
と
脱
プ
ラ
へ

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

企業情報

5月25日

「
手
巻
お
に
ぎ
り
」刷
新
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
約
2
割
減

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
写
真
プ
リ
ン
ト
に

Go
og
le 

フ
ォ
ト 

ア
プ
リ
が
対
応

女
性
執
行
役
員
比
率
30
％
の

目
標
を
設
定

点灯時

消灯時

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

企業情報

移
動
販
売
車『
セ
ブ
ン

あ
ん
し
ん
お
届
け
便
』が
10
周
年 5月18日



3435

 ヨークベニマル

セブン＆アイHLDGS.

ライフフーズを吸収合併し
生活提案型のサービスを強化

中国・雲南省に
セブン - イレブンを初出店

「
協
栄
J
＆
Ｔ
環
境
」に
資
本
参
加

廃
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
安
定
供
給

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
南
大
沢
店
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
を
開
設

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

資本提携

店舗情報

6月21日

6月14日

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
H
L
D
G
S.
は
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
た
め
、

J
＆
T
環
境
株
式
会
社
、
協
栄
産
業
株
式
会
社
と
と
も
に

国
内
最
大
級
の
P
E
T
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
樹
脂
製
造
合

弁
会
社
で
あ
る
協
栄
J
&
T
環
境
株
式
会
社
に
資
本
参
加

す
る
こ
と
に
合
意
。
こ
れ
に
よ
り
、
協
栄
J
＆
T
環
境
は

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
店
頭
に
設
置
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
回
収
機
で
集
め
た
廃
P
E
T
ボ
ト
ル
を
、
原
料
と
し

て
安
定
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
は
、
長
年
に
わ
た
り
廃

P
E
T
ボ
ト
ル
を
協
栄
産
業
へ
供
給
し
て
お
り
、「
セ
ブ

ン
プ
レ
ミ
ア
ム 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」の
肌
着
に
使
用
さ
れ

る
原
料
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
包
材
の
一
部
に
リ
サ
イ
ク

ル
P
E
T
樹
脂
を
使
用
。新
た
に
協
栄
J
&
T
環
境
に
出

資
す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
強
化
し
ま
す
。
3
社
の
P
E
T
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
績

や
保
有
技
術
を
最
大
限
活

用
し
、本
事
業
分
野
に
お
け

る
先
進
的
な
活
動
を
推
進
。

今
後
も
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
実
現
お
よ
び
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
削
減
や

天
然
資
源
の
使
用
料
抑
制

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
振
込
サ
ー
ビ
ス
で

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
支
援

セ
ブ
ン
銀
行

新サービス

6月15日

OPEN情報
■1 月29日（金） ヨークベニマル

メガステージ二本松店 福島県二本松市作田247

■1 月29日（金） 双楠ロフト
（シュアンナンロフト）

中国 四川省成都市二環路西一段逸都路
6号 成都イトーヨーカ堂双楠店2階

■2 月10日（水） ヨークベニマル
今泉店 栃木県宇都宮市今泉町158-1

■2 月19日（金） ヨークベニマル
名取愛島店 宮城県名取市愛の杜1-1-1

■2 月27日（土） ヨークフーズせんげん台店
（ヨークプライスからの屋号変更） 埼玉県越谷市千間台東2-707

■3 月 5 日（金） 宮崎ロフト 宮崎県宮崎市新別府町江口862-1
イオンモール宮崎2階

■3 月12日（金） 福井ロフト 福井県福井市中央1-8-1
西武福井店6階

■3 月12日（金） アカチャンホンポ
スマーク伊勢崎店

群馬県伊勢崎市西小保方町368
スマーク伊勢崎2階

■3 月19日（金） ヨークベニマル
つくばさくらの杜店 茨城県つくば市さくらの森25-5

■3 月26日（金） アリオ札幌ロフト 北海道札幌市東区北7条東9-2-20
アリオ札幌1階

■4 月 1 日（木） デニーズ大船笠間店 神奈川県横浜市栄区笠間3-17-13

■4 月 1 日（木） デニーズ南つくし野店 東京都町田市南つくし野4-17-16

■4 月 3 日（土） アカチャンホンポ
ハンビータウン店

沖縄県中頭郡北谷町北前1-2-3
サンエーハンビータウン2階

■4 月16日（金） 岡崎ロフト 愛知県岡崎市戸崎町字外山38-5
イオンモール岡崎4階

■4 月22日（木） アカチャンホンポ
港南台バーズ店

神奈川県横浜市港南区港南台3-1-3
港南台バーズ2階

■4 月23日（金） 川口ロフト 埼玉県川口市並木元町1-79
アリオ川口2階

■4 月23日（金） デニーズ上用賀店 東京都世田谷区上用賀6-6-6
SOCOLA用賀2階

■4 月23日（金） アカチャンホンポ 大和鶴間
イトーヨーカドー店

神奈川県大和市下鶴間1-3-1
イトーヨーカドー大和鶴間店3階

■4 月28日（水） 西武武蔵小杉ショップ 神奈川県川崎市中原区新丸子東
3-1135-1 グランツリー武蔵小杉1階

■5 月15日（土） 曲阜路ロフト
(チューフールーロフト)

中国 上海市静安区西蔵北路166号
上海大悦城3階

■5 月28日（金） カラフルタウン
岐阜ロフト

岐阜県岐阜市柳津町丸野3-3-6
カラフルタウン岐阜 1階

3月1日、ヨークベニマルは、100%子会社
であるライフフーズの吸収合併に関する基本
合意書を締結しました。成長性の高いデリカ
テッセンの製販一体のビジネスモデルをコア
事業に据え、ライフフーズがつくりあげてき
たブランド価値をさらに高めます。ヨークベ
ニマルは今後も生活提案型のスーパーマー
ケットとして、価格優位性を保ち、安全・安
心でおいしい商品を提供していきます。

・合併期日：2022年3月1日

セブン＆アイHLDGS.の子会社であるセブ
ン - イレブン（中国）投資有限公司は、雲
南省を本拠地とする雲南強林楽家連鎖便
利店有限公司にフランチャイズ権を付与。
雲南省の省都・昆明市内で1号店となる 
セブン - イレブンを2021年度中に開店す
る予定です。中国エリアにおけるコンビニ
エンスストア市場の将来性に注目し、今後
も日中両社による連携を軸に、既存地域・
新地域の両面で出店を強化していきます。

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
H
L
D
G
S.
は
、
経
済
産
業
省
と
東
京

証
券
取
引
所
が
実
施
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
銘
柄
（
D
X
銘
柄
）2
0
2
1
」
に
、
総
合
流

通
グ
ル
ー
プ
企
業
と
し
て
初
め
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。昨
年

度
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）の

迅
速
か
つ
着
実
な
推
進
を
掲
げ
、「
グ
ル
ー
プ
D
X
戦
略
本

部
」
を
２
０
２
０
年
4
月
に
発
足
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー

プ
共
通
の
「
D
X 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
構
築
し
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
採
用
・
育
成
の
強
化
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
「
新
た
な
お
客
様
体
験
価
値
の
創
造
」を
テ
ー
マ
と
し
た

〝
攻
め
の
Ｄ
Ｘ
〞、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
効
率
化
」を
テ
ー
マ

と
し
た
〝
守
り
の
D
X
〞
の
2
つ
に
大
別
し
た
「
グ
ル
ー

プ
D
X
戦
略
マ
ッ
プ
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
全

体
で
の
D
X
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
施
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
南
大
沢
店
で
、東
京
都
内
の
民
間

商
業
施
設
で
初
め
て
と
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
を
開
設
し
ま
し
た
。こ
れ
は
八
王
子
市
と

地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
南
大
沢

店
よ
り
、
八
王
子
市
に
提
案
し
実
現
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
密
を
回
避
し
、余
裕
を
持
っ
た
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
。
従
業
員
が
一
丸
と
な
り
ク
リ
ン
リ
ネ
ス
を
徹
底

し
、
安
全
・
安
心
に
ご
来
場
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

み
、
4
月
20
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で
の
実
施
で
約
4
万

7
0
0
0
人
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
セ
ブ
ン
銀
行
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
向
け
即
日
先
払
い

サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
い
る
株
式
会
社
セ
レ
ス
に
対
し
、

24
時
間
3
6
5
日
※
、
即
時
振
り
込
み
可
能
な
リ
ア
ル
タ

イ
ム
振
込
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

セ
レ
ス
の
請
求
書
買
い
取
り
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

『
n
u
g
g
e
t
（
ナ
ゲ
ッ
ト
）』
は
、
請
求
書
の
買
い

取
り
審
査
後
、即
時
に
入
金
す
る
こ
と
が
可
能
。最
短
60

分
ほ
ど
で
資
金
調
達
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、多
様
化
す
る

働
き
方
に
対
し
金
融
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

※
臨
時
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
き
ま
す
。

　
振
込
先
銀
行
に
よ
っ
て
は
翌
営
業
日
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

総
合
流
通
グ
ル
ー
プ
と
し
て
初
の

「
Ｄ
X
銘
柄
２
０
２
１
」に
選
定

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

社外評価

6月8日

協栄Ｊ＆Ｔ環境が建設中の「西日本PET
ボトルMRセンター」の完成イメージ。

保
険
通
販
サ
イ
ト
公
開

セ
ブ
ン
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

新サービス

5月28日

買
物
支
援
サ
ー
ビ
ス

『
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー 

と
く
し
丸
』

が
50
台
突
破

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

企業情報

6月7日

　
セ
ブ
ン
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
、お
客
様
の

非
対
面
・
非
接
触
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
、5
月
17
日

に
保
険
通
販
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
各
種
保
険
商
品
の
資
料
請
求
や

お
申
し
込
み
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成
サ
ー
ビ
ス
の
お
申
し

込
み
ま
で
対
応
。今
後
も
、保
険

や
お
金
に
関
す
る
コ
ラ
ム
の
追

加
な
ど
継
続
的
な
サ
イ
ト
改
善

を
図
り
、お
客
様
の
暮
ら
し
を
も

っ
と
豊
か
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
が
展
開
す
る
買
物
支
援
サ
ー
ビ
ス

『
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー 

と
く
し
丸
』が
6
月
7
日
に
50
台

目
の
運
用
を
開
始
。
郊
外
だ
け
で
な

く
都
心
部
で
も
増
加
す
る
お
買
物
に

お
困
り
の
お
客
様
に
対
し
、
地
域
と

連
携
し
た
買
物
支
援
を
推
進
す
る
た

め
、今
後
は
1
0
0
台
運
用
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

◆「DX銘柄」とは
東京証券取引所に上場している企業（約 
3,700社）の中から、企業価値の向上
につながるDXを推進するための仕組み
を社内に構築し、優れたデジタル活用の
実績があらわれている企業を、業種区分
ごとに選定して紹介するもの。

「ビジョン・ビジネスモデル」「戦略」「組
織・制度等」「デジタル技術の活用・情報
システム」「成果と重要な成果指標の共
有」「ガバナンス」の6
つの項目と財務指標を
スコアリングし、評価委
員会の最終選考を経て
選定されます。



2
0
0
2
年

チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス　（
映
画
）開
始

2
0
0
3
年

資
格・検
定
サ
ー
ビ
ス
／

J
T
B
レ
ジ
ャ
ー
チ
ケ
ッ
ト

開
始

2
0
0
4
年

プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
開
始

2
0
0
8
年
　

プ
リ
ペ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
開
始

2
0
1
0
年

行
政
サ
ー
ビ
ス
開
始

2
0
0
5
年

チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

（
セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト
～
レ
ジ
ャ
ー
・

ス
ポ
ー
ツ
ほ
か
～
）
開
始

2
0
1
0
年

ス
ポ
ー
ツ
く
じ
開
始

ぴ
あ
　
販
売
開
始

高
速
バ
ス
販
売
開
始

2
0
1
1
年

受
験
申
し
込
み
開
始

3637

セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン
で
入
る

「
ガ
ン
保
険
」

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
24
時
間
3
6
5
日

簡
単
便
利
に
安
心
を
ご
提
供
！

パートナー
企業とともに

　
当
社
の
強
み
は
保
険
事
業
を
通
じ
て

培
っ
て
き
た
お
客
様
か
ら
の
信
頼
と
、お
客

様
・
お
取
引
先
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
力
で
す
。セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
様
と
の
協
業
で
開
発
し
た
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
に
よ
る
保
険
販
売
シ
ス
テ
ム
は
、

多
様
な
保
険
商
品
の
展
開
を
通
じ
、社
会
課

題
の
解
決
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　
バ
イ
ク
自
賠
責
保
険
の
年
間
販
売
件
数

は
２
０
０
５
年
比
で
数
倍
に
成
長
し
、
未

加
入
者
抑
止
の
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
も
加
入
義
務
化
自
治
体
が
増

加
す
る
自
転
車
保
険
は
、
圧
倒
的
な
店
舗

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
あ
ら

ゆ
る
自
治
体
と
連
携
し
、
普
及
推
進
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
も
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
様
と
一
緒

に
な
っ
て
次
の
ニ
ー
ズ
と
課
題
へ
の
対
策

を
探
る
と
と
も
に
、
当
社
の
Ｄ
Ｘ
の
知
見

や
成
果
を
落
と
し
込
み
、
新
た
な
可
能
性

に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、ガ
ン
は
早
期

発
見
さ
え
か
な
え
ば
高
い
確
率
で
完
治
で
き

る
病
気
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
欧
米
の
ガ
ン
検
診
率
が
７
割
超
に
対

し
、
日
本
は
５
割
未
満
。
コ
ロ
ナ
禍
で
検
診

率
は
さ
ら
に
低
下
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
当
社
は
ガ
ン
保
険
で
治
療
の
経
済
的
負

担
を
抑
え
る
だ
け
で
な
く
、
検
診
の
重
要

性
を
伝
え
、
最
新
の
医
療
情
報
を
提
供
し
、

お
客
様
の
命
を
守
る
こ
と
が
使
命
と
考
え

て
い
ま
す
。
お
客
様
の
生
活
に
密
着
す
る

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
様
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
困
難
で
あ
っ
た
若
年
層
や
女
性
へ
の

働
き
か
け
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

店
内
の
レ
ジ
端
末
の
液
晶
画
面
や
レ
シ
ー

ト
で
「
ガ
ン
保
険
」
を
訴
求
で
き
る
こ
と

は
、
当
社
の
社
会
的
使
命
を
果
た
す
う
え

で
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
客
様
に
安
心
し
て
ご
加
入
い
た
だ
け
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
拡
充
し
、
認
知
拡
大
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機

は
、
印
刷
機
の
概
念
を
超
え
た
サ
ー
ビ
ス

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
可
能
性
を
広
げ
る
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

２
０
０
５
年
に
バ
イ
ク
自
賠
責
保
険
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
申
し
込
み

が
で
き
る
「
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
で
入
る

保
険
」
で
す
。

　
以
降
、
現
在
ま
で
三
井
住
友
海
上
火
災
保

険（
株
）様
と
協
業
し
た
４
つ
の
損
害
保
険
を

販
売
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
保
険
は
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
全
国
約
２
万

１
０
０
０
店
舗
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
こ

と
で
、こ
れ
ま
で
に
な
い
利
便
性
と
社
会
課
題

の
解
決
を
提
供
し
て
お
り
、
販
売
件
数
は
堅

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
２
０
２
０
年
に
は
、三
井
住
友
海
上

あ
い
お
い
生
命
保
険（
株
）様
の
引
き
受
け
に

よ
る
コ
ン
ビ
ニ
業
界
初
の
「
ガ
ン
保
険
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
生
命
保
険
は
お
客
様
と

生
涯
に
わ
た
っ
て
お
付
き
合
い
す
る
保
険
で
あ

り
、損
害
保
険
以
上
に
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
お

客
様
の
信
頼
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
約
３０
年

に
わ
た
る
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
様
と
の

信
頼
関
係
と
実
績
、
そ
し
て
お
客
様
の
セ
ブ

ン-

イ
レ
ブ
ン
に
対
す
る
信
頼
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
し
た
取
り
組
み
で
す
。 

　
信
頼
と
安
心
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、

生
命
保
険
は
代
理
店
の
対
面
販
売
が一般
的

で
す
。
し
か
し
、
近
年
で
は
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ

テ
ィ
ブ
世
代
の
拡
大
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か

ら
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
な
ど
に
よ
る
非
対
面
の
ニ
ー
ズ
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
で

入
る
ガ
ン
保
険
」
は
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
や
Ｗ
Ｅ

Ｂ
を
通
じ
た
非
対
面
の
申
し
込
み
と
店
頭
レ

ジ
で
の
対
面
の
保
険
料
支
払
い
を
組
み
合
わ

せ
、
気
軽
さ
と
安
心
感
を
両
立
さ
せ
て
い
る

点
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
２４
時
間
３
６
５
日

の
申
し
込
み
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、

対
面
販
売
に
劣
ら
ぬ
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
手
頃
な
保
険
料
で
あ
り
な
が
ら

確
か
な
保
障
内
容
を
提
供
す
る
商
品
力
が

評
価
さ
れ
、「
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
で
入
る

ガ
ン
保
険
」
は
２
０
２
０
年
日
経
優
秀
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
賞
で
日
経
Ｍ
Ｊ
賞
を
受
賞
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
拡
大
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
ハ
ー
ド
面

の
進
化
も
念
頭
に
、
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上

と
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

損
害
保
険
×
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で

積
み
重
ね
た
信
頼
と
実
績
が

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
結
実

三
井
住
友
海
上
火
災

保
険
株
式
会
社

企
業
営
業
第
三
部
長

海
山 

裕  

氏

三
井
住
友
海
上
あ
い
お
い

生
命
保
険
株
式
会
社

東
京
企
業
第
一
営
業
部
長

森
山 

正
倫  
氏

２
万
１
０
０
０
を
超
え
る
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

保
険
を
通
じ
た
社
会
的
課
題
の
解
決
に
寄
与
し
た
い

新たな価値への挑戦！
コンビニ初の「ガン保険」

ガン保険の申し込み方法

①ネットで
　必要事項を　
　事前入力

②マルチコピー機で申し込み

③レジで保険料を支払い

①マルチコピー機
　で必要事項を
　入力

2020年6月 2005年
日本初！マルチ
コピー機で自賠責
加入手続きを無人化
自賠責保険の煩雑な契約
手続きが加盟店従業員
の負担に。そこで、マル
チコピー機による無人契
約のシステムをスタート。

2018年
コンビニ初！
マルチコピー機による
1DAYレジャー保険

「必要な時だけ加入できる」 
コンビニでの保険加入ニーズの
高まりを受け、レジャーの領域
でも１DAY保険をスタート。

1990年

コンビニ初！店頭で
バイク自賠責保険の
対応を開始
250cc以下のバイクは車検
がないため自賠責保険の

「更新忘れ」が多発。生活
導線の中でリマインドと加
入の場を設けました。

2015年
コンビニ初！
マルチコピー機による
1DAY自動車保険
カーシェアリングなど、車
を持たないライフスタイルに
対応し、当日でもすぐ加入で
きる１日ごとの自動車保険を
スタート。

2011年
コンビニ初！
マルチコピー機による
自転車保険
サイクリストの増加と、自転車
保険を加入義務化する自治体
の増加を受け、手軽に保険加入
ができるインフラを提供。

サービスプラットフォームとして
利便性を向上してきた

マルチコピー機の歴史
※サービスの一 例です

（
取
材
当
時
）

「セブン - イレブンで入る保険」は全国のセブン - イレブ   ン約2万1,000店舗で加入できる！




